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塾長の目標は歯医者さん！？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は本気です。ここで歯医者さんを考えてみ

ましょう。もし、歯医者さんの言うとおり「食

事の後には必ず歯を磨き、甘いものは食べず、

いつもキシリトールを摂取して…」私たちが完

璧に実行できたら、歯医者さんは廃業です。で

も、そんな話、聞いたことがあるでしょうか。

 

 ある時、私はいつもと違う歯医者さんに通う

ことになりました。そして、その治療の最終日

に先生が言いました。「このままだと、同じよ

うな治療の繰り返しになるでしょう」と。さら

に続けました。「君は、“あがり症”でしょう？

口が渇きやすいでしょう？人前に出ると、とて

も緊張しやすいでしょう？君は、鼻が……」私

の身体的な特長のみならず、キャラクターま

で、ことごとく言い当ててしまったのです。 

 

 そして、最後に、「もしこれからも、私のと

ころで適切な治療を受けたかったら、まずは耳

鼻科に行って、鼻をしっかり治してから来なさ

い」と……。まさか、歯医者さんに行って「耳

鼻科に行ってきなさい」と言われるとは……。

私は、戦慄を覚えました。その後しばらくして、

私はある耳鼻科で根本的な治療を受けること

になり、そして、それ以来ずっと、その歯医者

さんにお世話になっています。私の憧れです。

 

 私は歯医者さんに行くのが楽しみです。その

先生に、お会いするのが楽しみなのです。 

 

 私の想いは変わりました。塾人として、「分

かりやすく教える」だけではなく、「“学習生活

全体のアドバイザー”になりたい」と。そして、

「教え方の上手な先生」には終わらず、「名コ

ーチ」になりたいと。真の「名医」とは、単な

る「治療屋さん」ではないのです。 

 

学習内容を教えるだけではなく「勉強のやり

方」を伝えたい。そして、「独習」をマスター

して「塾を必要としない」お子様に育ってもら

いたい。それでも「塾に行くのが楽しみ」と思

ってもらえたら…。あの先生のように。（塾長）

「塾を必要としな

い？」 
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＜プロフィール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最初の約８年間】 

札幌市に本部がある進学塾で講師として勤務する。中学生を中心に指導。札幌市とその近郊の 10 近く

の教室でスパルタに近い？一斉・集団指導形式の教壇に立ち、熱血指導を展開する。その間、江別中央

教室でも５年間勤務し、江別市内にある全中学校の生徒の指導に当たる。 

【次の約８年】 

その塾の同僚と二人で進学塾を独立開業する。友人が塾長で市場が副塾長。札幌市中央区の文教一等地

区（啓明地区）において、「北海道からエリートを育成する！」をスローガンに、コーチング型・個別

指導形態を確立し、トップレベルの進学指導を精力的に手がける。それと同時に、直接の指導以外にも、

「教育とインターネットの融合」を目指した新しい指導システムの開発に没頭し、研究の日々を過ごし、

自説の論文作成や研究発表に積極的に取り組んだ。 

【独立開業】 

2005 年９月末日を持って、前進学塾を退職する。そして、同 12 月より全国の最先端を行くフリーラー

ニング型・個別指導専門塾・学習工房幹を新規開業。それとともに、新たなる総合教育を研究する「株

式会社トランク・オヴ・サイエンス」を同時に設立し、代表取締役となる。太宰治を敬愛する。大の野

球ファン。最近は専ら、メジャーリーグベースボールに傾倒している…。 

２１世紀の教育を考える塾の会 
北海道支部 主宰 

(株)トランク・オヴ・サイエンス 代表取締役 

学習工房 幹 塾長 

市場 義朗 

江別市出身。現在は大麻に在住。 

指導歴２１年目を迎えた。 

今までに、1,000 人以上の教え子を指導する。 

フリー・ラーニング（自立学習）システムの全国的な先駆者。 

長年の指導歴のうち、半分以上は「一斉型・集団指導」の形式で教鞭をとり、かつて

は竹刀を持って、スパルタに近い？ハードな「黒板授業」をバリバリと行っていた。 

その後、札幌市中央区の文教一等地区においてコーチング型・個別指導形式で、トップ

レベルの進学指導を精力的に手がける。2006 年 12 月、地元の江別市で学習工房 幹を

設立し、「コーチング型・個別指導」と「フリーラーニング・システム」を全国に先駆

けて確立する。そして、学習工房 幹を名実ともに、「全国最先端」の塾に創り上げる。

また、「日本縦断！塾の全国行脚」と銘打って、全国各地の塾を 100 件以上訪問して研

究を重ねる。さらに、全国の塾関係の研究会などに講師として招聘され、講演すること

も多数ある。理想の個別指導、自立型・学習塾を目指して、常に鍛錬は欠かさない。 
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全全の最先先を行よ 「 フ フ フフフフフフ・ シシシシ」 ！ 

 ヤル気と能力の高いお子様は、学校教育を凌駕した、当塾自慢の「先取り学習」を自由奔放に行えま

す。また、苦手教科については、ジックリと「復習」も可能です。つまり、目標や習熟度に応じて、縦

横無尽に勉強出来るのです。まさに、ムリ・ムダのない「オーダーメイド学習」です！ 

「 Ｉ Ｉ デフデデフシ教教」 く科学本な学学学！ 

 先進的な「ＩＴデータベース教材」を使用します。当塾では、約２６０万題の演習問題を所有してお

り、お子様のレベルにピッタリと合った問題を抽出します。また、「インターネット家庭学習・演習問

題ダウンロードシステム」により、ご家庭にいながら、塾の問題を自由に勉強できます！ 

「オリジナル・スペシャルテキスト」と 「 ププシシテ 」 く導入対対は万全！ 

「道コン」や「学力テスト総合Ａ・Ｂ・Ｃ」へ向けて、テスト範囲にピッタリ合ったテキストを毎回作

成します。特徴は「５教科合本」で、１冊にまとまっていることです。「テストへ向けて、この１冊を

終わらせるゾ！」とヤル気に燃えます。また、毎回「プレテスト」を行い、準備は万全！ 

「 合合・ 年２回回回」 くし！ 

 「メイン・イベント」です！「限界に挑戦する」のです。アスリートを考えましょう。個人競技でも、

「合宿」を行います。なぜか？トップアスリートでも、「己をぶち壊して、いったんリセットする」機

会が、必ず必要になってくるからです。それが、「合宿」です。勉強も、全く同じです！ 

「 メ フ メフ のよよ指導」 を徹徹！ 

 平常時は１週間に２回ほど通塾します。定期テストの約１ヶ月前になると「定期テスト対策・集中講

座」を始めます。さらに、季節講習会や「合宿」で集中的に勉強します。でも、通常の土日、春・夏・

冬休み、ゴールデンウィークなどでは、休養日を充分に確保し、メリハリをつけます！ 

年年２ ６時年時時の「 定定シシテ対対」 は万全！ 

定期テストの約１ヶ月前から、各中学校のテストにピッタリと照準を合わせて、「定期テスト対策・

特別講習」を行います。塾生はテストが近づいてくると、瞬く間にテンションを上げていき、まるで別

人のように、猛烈な集中力を持ってテスト勉強を行い、ＭＡＸの「結果」を引き出します！ 
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学習工房 幹の 
☆未来ビジョン☆ 

 

ここ野幌の地で、 

トップレベルの指導を！ 
 

 学習工房幹は、ここ北の大地から将来の日本をリードする真のエリートを輩出することを目指す、新

進気鋭の進学塾です。言われたことしかできない受身型のひ弱な秀才を、エリートとは言いません。ま

た、自分さえ良ければ…という身勝手な天才も、エリートではありません。いわゆる豊かな「人間力」

を備えた、精神的にたくましい人物を育てたいのです。 

 

そのためには、まず「独習」の習慣を、徹底して習得させる作業から始まります。学校での授業進度

を大きく超えて、先取り学習を独力で、バリバリとこなせるようになることが先決です。ところが、こ

の「独習」を習得させる取り組みの段階で、多くの保護者の方がこう言われます。「うちの子供に、予

習や先取り学習をさせるなんて、絶対に無理ですよ！」と…。しかし、本当にそうなのでしょうか…？ 

 

大人の勝手な判断で、子供の知識欲と吸収力を過小評価し

てはいけません。初期の段階においては、ある程度の手間と

時間、そしてエネルギーを必要としますが、誰でも独力で「先

取り学習」は出来るようになるのです。それは塾歴２１年の

経験から得た私、市場義朗の実感です。 

 

私市場が全国に先駆けて、独自に開発した「コーチング指

導」での徹底した長期サポートにより、お子様のたくましい

成長を、学習面から「総合的にプロデュース」いたします。

そして将来、世界で活躍できるような真のエリートを、ここ

野幌の地から、多数輩出させてみせます！ 
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中学中コフシコジジ フ  
 中学生コースでは、普段の学習から定期テスト対策一本に的を絞って徹底的に対策し、内申点を積み

上げて、可能な限り上位の内申点ランクを獲得して、高校入試対策に全精力を注ぎ込みます。そして、

江別市内の高校にとどまらずに、札幌市内の上位高の合格をも、積極的に目指して取り組んでいきます。

ここ江別市において、札幌市以上の、先端的であり、全国レベルをも見据えた指導を目指します！ 

 また、ヤル気と能力のあるお子様に関しては、当塾自慢の「コーチング指導」によって積極的に「先

取り学習」を敢行し、学年枠に捉われない高度な指導を施します。まずは、中３の夏休みを目途に中学

生分野を完全に制覇させ、残りの期間は真の意味での「入試対策」一本に的を絞り、実践的な演習をバ

リバリとこなします。そして、大いなるアドバンテージを持って高校入試本番に挑みます。それにより、

第一志望校合格の切符を、より確実なものに致します。 

小学中コフシコジジ フ  
 通常の場合、学校での授業進度には全く関わりを持たずに、当塾独自のカリキュラムの下、積極的に

学年枠を乗り越えた「先取り学習」を徹底して敢行いたします。だからと言って、決してお子様に無理

をさせるようなことは致しません。しかし、それでも当塾自慢の「コーチング指導」の下では、日々淡々

と課題をこなしさえすれば、それは充分に可能となってくるのです。 

 そして、可能な限り早い段階から、中学生分野への挑戦を実現させていきます。我々の綿密なる指導

プランによって「独習」の習慣が身についてくれば、それは無理なく可能となります。そして、他の児

童と比べて、はるかに有利なアドバンテージを確保して、余裕を持って安心して中学校に入学出来るの

です。そのためには、小学生段階からの、早期の取り組みが不可欠となります。 

 さらに、優秀なお子様については、北嶺中学、立命館慶祥中学、函館ラ・サール中学など、トップレ

ベルの中学受験指導にも積極的に着手していきます。今後は中学受験指導にも力を注いでいきます！ 

☆高校生ビジョン☆ 
 当塾開講から数年間は、小学生と中学生に的を絞った指導をさせていた

だきました。そして、５年目の今期から、満を持して高校生部門を開設し、

ここ江別市において、トップレベルの大学受験指導を行っていきます。 

 そこでの目標は、ズバリ、北大を始めとする、全国各地の名立たる上位

大学への現役合格です。札幌市内や東京などで首都圏の大手予備校に通わ

ずとも、ここ江別市内において、全国レベルの先端指導を目指しています。

そのために、「教育とインターネットの融合」などの研究も欠かしません！ 
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「 独学」  

くしよ人年を  

育育ししし！ 
� 「独習」できる生徒・児童を育て、日本をリードするような「自立」した社会人を育成する…。こ

れが、我々学習工房幹の究極的な目標です。口で言うのはとても簡単ですが、実際はなかなか難し

いものです…。これは、一生をかけた、大仕事なのです。我々は、この大仕事の基礎作り・土台作

りの大役を、しっかりと果たしたいと考えております。 

 

� 我が塾の授業の前提は、「先取り学習」です。学校の授業よりも、先に進むことを重視し、積極的

に進めていきます。そして、試験本番までに、何度も復習しながらレベルを上げていき、トコトン

まで理解を深めていくという「スパイラル学習」によって、トップレベルの学力を養成します。 

 

� 一から十まで、何から何まで、ベッタリと張り付いて教えるような指導は致しません。我々学習工

房幹の講師陣は、あくまで優秀な「サポーター」であり、コーチ役です。「何でも屋さん」では決

してありません。したがって、お子様がただ塾に来るだけで、「先生が何でもやってくれて、とり

あえず成績も自然と上がる…」ことを希望されている方は、当塾には向いていないでしょう。 

 

� 我々の指導目標は「いかに教えないか」です。

「教えて教えて、教え込む！」といったよう

な指導形態は決してとりません。「一を教えて

十を知る」指導を追及いたします。たとえば

…本当に優秀な家庭教師というのは、指導時

間の半分以上はただ黙っているだけで、何も

教えないそうです。これはつまり、お子様自

身に考えさせるということです。もちろん、

ただ放っておいて、手抜きをしているわけで

はありません。我々の指導理念も、それに近

いものがあります。 
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コーチング指導 
「ティーチング」と「コーチング」 

 「ティーチング指導」とは、授業の中で「いかに教えるか」といった指導法です。これは、従来から

営々と行われてきた伝統的な指導法で、講師が生徒に対してベッタリと張り付いて、一から十まで何も

かも、懇切丁寧に教えるやり方です。とにかく、「いかに教え込むか」を全力で追求するのです。 

 

 それに対して「コーチング指導」とは、「いかに教えないか」といった指導法です。ここでは、ただ

単に「授業の中での指導」を考えるのではなく、家庭学習を含めた学習生活全体を「総合プロデュース」

いたします。そのために、「勉強法」を伝授し、モチベーションをアップすることから取り組みます。

そして、何よりも「一を教えて十を知る」といった指導を、全力で追及いたします。 

 

 ただし、場合によっては、生徒からすれば「不

親切」と感じる場面が多々出てくるでしょう。例

えば、生徒から講師に質問があったとします。そ

の際、当塾の講師は、「このような場合は、辞書を

利用するのが一番良いでしょう。このように使っ

て調べ、こうやって活用するのですよ…。」と。こ

こでは、すぐに「解き方」や「答え」を教えるの

ではなく、少しでも、生徒が「独力」で解決出来

るような糸口を、生徒が自分自身の頭で「気付き」

が得られるような、側面的な指導を施すのです。 

 

 そして、我々の「コーチング」の指導法では、

家庭での「勉強のやり方」や、学習生活全体を総

合的にプロデュースし、学生生活全体における、

よきアドバイザーとなるのです。これは、今まで

には無かった指導法であり、塾長の市場が全国に

先駆けて研究開発し、実践してきた指導法です。 

 

 

我々は、「名コーチ」を目指していきます！ 
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小学生コース 
（※中学受験指導を希望される場合は、塾長にご相談下さい！） 

｢先取り学習｣で、トップレベルを目指す！ 
コース 週あたりの時間数 通常授業料／月 

教材費 

（半期） 

諸経費 

（半期） 
入学金 

ミニマム・パッケージ １日２時間・週１回 ８，４００円／月 

スタンダード・パッケージ １日２時間・週２回 １２，６００円／月 
10,500 円 8,400 円 10,500 円 

正規塾生特典…全て「標準装備」です！ 
■インターネット総合管理システム■インターネット家庭学習・演習問題ダウンロードシステム 

■学習トータル・コーチング■セーフティーメール・システム 

最小限の努力で最大の効果を！ 

平常時は、算数を中心に指導いたします！ 
最小限の努力で最大の効果を発揮することを目指すプラ

ンです。最初のうちは、１～２教科を集中的に攻略いたしま

す。ただし、ある程度の期間通塾し、塾のシステムに慣れて

きて、「独習」の習慣が身に付いてきて、独力で教材をバリ

バリとこなせるようになってきたお子様に関しては、週に２

回程度の通塾で、３教科以上の学習も無理なく可能になって

きます。おそらく、これが理想的な形でしょう。まさに、こ

れこそが、学習工房幹が全国に誇る「コーチング指導」の真

髄なのです。 

そして、学校を凌駕した、縦横無尽な「先取り学習」によ

って徹底的に問題演習を繰り返し、大いなるアドバンテージ

を確保して、安心して中学校に入学できるよう、万全の基礎

力を養成します！ 

週に２回時時の通通をお勧めししし！ 
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小学生コース 
（※中学受験指導を希望される場合は、塾長にご相談下さい！） 

トップレベルを目指す、「エリート育成」プランです！ 
コース 週あたりの時間数 通常授業料／月 

教材費 

（半期） 

諸経費 

（半期） 
入学金 

トップレベル・パッケージ １日２時間・週３回 １６，８００円／月 

フリーラーニング・無制限 

限定２名！ 

時間・回数 

無制限 
２１，０００円／月 

10,500 円 8,400 円 10,500 円 

正規塾生特典…全て「標準装備」です！ 
■インターネット総合管理システム■インターネット家庭学習・演習問題ダウンロードシステム 

■学習トータル・コーチング■セーフティーメール・システム 

４～５教科総合指導を行う、「本格派」のプランです！ 

スポーツや習い事、趣味や一家団欒

など、勉強以外のことも大切にしなが

らも、学校教育を凌駕した「先取り式

総合プラン」で、４～５教科を総合的

に指導する、本格派の君のためのプラ

ンです。ヤル気と能力のあるお子様に

ついては学年枠を取り払った先取り

学習を自由奔放に行い、小学生の段階

から中学生内容の学習も積極的に取

り入れていきます。これにより、中学

校入学の時点で大いなるアドバンテ

ージを確保でき、トップレベルの君に

なること目指します！ 

 

１コマ１２０分 月 火 水 木 金 

１７：１５～１９：１５ ○ ○ ○ ○ ○ 

１９：３０～２１：３０ ○ ○ ○ ○ ○ 

小学生コース時間表 ※ただし、定員に達したコマは、募集を締め切らせていただきます。 
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中１・中２コース    

「部活“命”！」の君に、ピッタリのプランで
す！ 

コース 週あたりの時間数 通常授業料／月 
教材費 

（半期） 

諸経費 

（半期） 
入学金 

ミニマム・パッケージ １日２時間・週１回 １２，６００円／月 

スタンダード・パッケージ １日２時間・週２回 １６，８００円／月 
15,750 円 12,600 円 15,750 円 

正規塾生特典…全て「標準装備」です！ 
■インターネット総合管理システム■インターネット家庭学習・演習問題ダウンロードシステム 

■学習トータル・コーチング■定期テスト対策■セーフティーメール・システム 

平常時は週に２回程度の通塾で、 

５教科総合指導を実現させます！ 
最小限の努力で最大の効果を発揮することを目指すプランです。平常時は週に２回程度の通塾で、基

礎力を養成します。そして、定期テスト（中間テストや期末テスト）の約１ヶ月前の土日になると「定

期テスト対策・特別講習」が行われ、この時期に、発展的なレベルまで、一気に仕上げてしまいます。 

＜実際に、大きな成果を上げています！＞ 

学習工房幹は指導システムが「個別指導」ということで、開業当初は、どうしてもそれが費用に反映

し、高めの価格設定になっていました。したがって、「もう少し費用を…」といったご要望が多かった

のが事実です。そこで、このようなご要望に何とかお応えしたいと苦心し、当塾が独自に開発したのが、

「自立学習・支援型」の指導システムです。当塾が全国に誇る「コーチング指導」の真髄なのです！ 

「スタンダード・パッケージ」の活用法… 
費用的なご負担や、部活動による体力的な負担等を考慮し、中１、中２の間は「スタンダード・パッケ

ージ」で受講し、中学３年の受験生になってから「トップレベル or 無制限」に切り替えるといった方

法などが考えられるでしょう。もちろん、中３受験生になってからも「スタンダード・パッケージ」を

継続し、「独習」をマスターして自立学習をしっかりと行い、大きな成果を上げている塾生もいますよ！ 

学習効果を最大限に発揮するために、週に２回以上の通塾をオススメし
ます！ 
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中１・中２コース    

トップレベルを目指す、エリート育成プランです！ 
コース 週あたりの時間数 通常授業料／月 

教材費 

（半期） 

諸経費 

（半期） 
入学金 

トップレベル・パッケージ １日２時間・週３回 ２１，０００円／月 

フリーラーニング・無制限 

限定２名！ 

時間・回数 

無制限 
２５，２００円／月 

15,750 円 12,600 円 15,750 円 

正規塾生特典…全て「標準装備」です！ 
■インターネット総合管理システム■インターネット家庭学習・演習問題ダウンロードシステム 

■学習トータル・コーチング■定期テスト対策■セーフティーメール・システム 

週に３回以上のハードな通塾により、 
「本格派」を目指す君の、特別プランです！ 

基本は定期テスト対策です。

お子様の通う中学校の日程に完

全対応させ、定期テスト対策に

全力を注いで高得点を獲得し、

内申点を積み上げて高校入試対

策に万全を期します。また、ヤ

ル気と能力の高いお子様につい

ては、学校カリキュラムを凌駕

した「先取り学習」を積極的に

敢行し、中２の終わり～中３の

夏休みまでに中学分野を完全制

覇し、そして、その後は真の意

味での高校入試対策に全精力を

注ぎ込み、余裕を持って第１志

望校合格へ導きます！これはまさに、「本格派」を目指す君だけのための、理想的なプランです！ 

１コマ１２０分 月 火 水 木 金 

１７：１５～１９：１５ ○ ○ ○ ○ ○ 

１９：３０～２１：３０ ○ ○ ○ ○ ○ 

中１・中２コース時間表 ※ただし、定員に達したコマは募集を締め切らせていただきます。 
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中３受験生コース    

コース 週あたりの時間数 通常授業料／月 
教材費 

（半期） 

諸経費 

（半期） 
入学金 

ミニマム・パッケージ １日２時間・週１回 １３，６５０円／月 

スタンダード・パッケージ １日２時間・週２回 １８，９００円／月 
15,750 円 

前期 

12,600 円 

後期 

8,400 円 

15,750 円 

 秋期 ５回連続・入試対策模試…15,750 円（10 月末）、 入試直前期 ５週連続・入試プレテスト 15,750 円（1月末） 

正規塾生特典…全て「標準装備」です！ 
■インターネット総合管理システム■インターネット家庭学習・演習問題ダウンロードシステム 

■学習トータル・コーチング■定期テスト対策■セーフティーメール・システム 

■「学力テスト総合Ａ・Ｂ・Ｃ」完全対策■高校入試対策（一部、別途有料のイベントもあります。） 

平常時は週に２回程度の通塾で、 

５教科総合指導を実現させます！ 
最小限の努力で最大の効果を発揮することを目指すプランです。平常時は週に２回程度の通塾で、基

礎力を養成します。そして、定期テスト（中間テストや期末テスト）の約１ヶ月前の土日になると「定

期テスト対策・特別講習」が行われ、この時期に、発展的なレベルまで、一気に仕上げてしまいます。 

＜実際に、大きな成果を上げています！＞ 

学習工房幹は指導システムが「個別指導」ということで、開業当初は、どうしてもそれが費用に反映

し、高めの価格設定になっていました。したがって、「もう少し費用を…」といったご要望が多かった

のが事実です。そこで、このようなご要望に何とかお応えしたいと苦心し、当塾が独自に開発したのが、

「自立学習・支援型」の指導システムです。当塾が全国に誇る「コーチング指導」の真髄なのです！ 

「スタンダード・パッケージ」の活用法… 
費用的なご負担や、部活動による体力的な負担等を考慮し、部活動を引退するまでは「スタンダード・

パッケージ」で受講し、夏頃に部活動を引退してから「トップレベル or 無制限」に切り替えるといっ

た方法などが考えられるでしょう。特に、高校入試直前、本番の約３ヶ月前の１２月頃からは「フリー

ラーニング・無制限」を受講されることを、強くお勧め致します。これで、完璧なラストスパートを！ 

学習効果を最大限に発揮するために、 
週に２回以上の通塾をオススメします！ 
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中３受験生コース    

１年間の徹底した「高校受験指導」で、第１志望突
破！ 

コース 週あたりの時間数 通常授業料／月 
教材費 

（半期） 

諸経費 

（半期） 
入学金 

トップレベル・パッケージ １日２時間・週３回 ２３，１００円／月 

フリーラーニング・無制限 

限定３名！ 

時間・回数 

無制限 
２７，３００円／月 

15,750 円 

前期 

12,600 円 

後期 

8,400 円 

15,750 円 

 秋期 ５回連続・入試対策模試…15,750 円（10 月末）、 入試直前期 ５週連続・入試プレテスト 15,750 円（1月末） 

正規塾生特典…全て「標準装備」です！ 
■インターネット総合管理システム■インターネット家庭学習・演習問題ダウンロードシステム 

■学習トータル・コーチング■定期テスト対策■セーフティーメール・システム 

■「学力テスト総合Ａ・Ｂ・Ｃ」完全対策■高校入試対策（一部、別途有料のイベントもあります。） 

週に３回以上のハードな通塾により、 

「本格派」を目指す君の、特別プランです！ 
 いよいよあと１年！高校受験突破に

照準を合わせ、定期テスト対策、学力

テスト対策、そして高校受験対策を総

合プロデュースする、本格的な中３受

験生プランです。定期テストのための

教科書学習にとどまらず、受験当日を

意識した実戦演習をバリバリとこなし

続けます。また、ヤル気と能力の高い

お子様については、積極的に「先取り

学習」を敢行し、夏休みまでには中学

生内容を全て終了させ、２学期以降は

真の意味での受験対策、実戦問題演習に全精力を傾けます。これにより、万全の揺るぎない態勢で受験

本番に挑みます！ 

１コマ１２０分 月 火 水 木 金 

１７：１５～１９：１５ ○ ○ ○ ○ ○ 

１９：３０～２１：３０ ○ ○ ○ ○ ○ 

中３受験生コース時間表 ※ただし、定員に達したコマは募集を締め切らせていただきます。 
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高校生（高１～高３） 

高卒生・大学受験生 

全国最先端の「超」本格的な 
大学受験指導を 

学習工房 幹で実現です！！ 
コース 週あたりの時間数 通常授業料／月 教材費／月 

諸経費 

（半期） 
入学金 

★ 学校授業・補習パッケージ 15,750 円 
テキスト代のみ 

 

実費分請求／月 

12,600円 15,750 円 

★ 大学受験・総合パッケージ 

最新システム＠WILL（佐鳴予備校開発） 

を基軸に、全国最先端の 

大学受験指導が実現します！ 

時間・回数 … 無制限！ 

１週間当たりの通塾回

数、希望の時間帯を、予

め選択して頂きます。 

受講回数にかかわらず、 

費用は一律となります。 

15,750 円 

＋ 

6,300 円（＠WILL） 

↓ 

合計 22,050 円 

模擬試験、添削指導などの費用は、

別途、実費分のご負担となります。

詳細はお問い合わせ下さい。 

正規塾生特典…全て「標準装備」です！ 
■インターネット総合管理システム■インターネット家庭学習・演習問題ダウンロードシステム 

■学習トータル・コーチング■セーフティーメール・システム■質問ＢＯＸ（大学受験） 

2010 年 4 月から、満を持して、 
本格的な大学受験指導の開始です！ 

学習工房 幹を開校してから約４年経ち、ついに本格的な「大学受験コース」を開講することになりま

した。佐鳴予備校との業務提携を実現させ、待望の全国最先端システムである「＠WILL」を利用します。

そして、我が塾が「導入塾・全国第１号！」となりました。最大の特徴は「高校最低レベルから東大レ

ベルまで、完全に網羅されている」ことです。まさに「夢のシステム」です。どうぞ、ご期待ください！ 

目標は、ズバリ、北大を始めとする上位大学の「現役合格」です！ 

１コマ１２０分 月 火 水 木 金 

１７：１５～１９：１５ ○ ○ ○ ○ ○ 

１９：３０～２１：３０ ○ ○ ○ ○ ○ 

高校生コース時間表 ※ただし、定員に達したコマは募集を締め切らせていただきます。 
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2009 年 2月 1日（日）に「ＪＲ研修センター」で行われた「第５回・北海道学力コンクール（中３受験生）」での風景
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季節講習会について 
 

☆春期講習会・夏期講習会・冬期講習会☆ 
 

長期休暇を利用して集中的な学習をすることは、大変に意義深

いことであり、また、平常時の学習をはるかに超える効力を発揮

します。普段は目の前の課題に追われて多忙なため、なかなか腰

を据えた突っ込んだ学習が出来ないものです。そのため、常日頃

から自分自身の学習に満足しているお子様は、まずいないはずで

す。ですから、長期休暇期間に行われる季節講習会にぜひとも参

加し、それまでの自分自身を抜本的に変えるべく、ジックリと勉

強に向き合い、大胆な特別オリジナルプランを組んで、正面から

取り組んで欲しいのです。 

 

長期休暇の期間に、勉強からかけ離れた生活を送ってしまって

良いのでしょうか？これでは、せっかくの長期休暇もただの「遊

興休暇」となってしまい、生活のリズムがすっかりと狂ってしま

います。そして、スポーツなどと全く同じように、勉強の場合で

もやはり大きなブランクができてしまいます。今まで苦労して培

ってきた学力が、すっかり「リセット」されてしまうのです。そ

うなってしまうと、新学期が始まってから、そこでできたブラン

クを克服するために、徹底的な「リハビリ」が必要となり、それ

に多大なるエネルギーと時間を要するのです。これでは、日頃の

努力が無駄になってしまいます。 

 

もちろん、しっかりと季節講習会を受講した生徒・児童はドシ

ドシ強気に「先取り学習」を行い、なおかつブランクも出来ない

ので「リハビリ」の必要もなく、はるかに先の先を突っ走ってい

ってしまうのです。ですから、実際、季節講習会をしっかりと受

講した生徒・児童と、そうでない場合の差は歴然です！長期休暇

が終了後、新学期に入って、季節講習会を受講していない生徒・

児童が、講習会を受けた生徒・児童のレベルに達するまでには、

最低でも１ヶ月はかかると思って間違いないでしょう。もちろん、

その１ヶ月の間に、季節講習会を受講した生徒・児童はさらに先

を走っている…のは、言うまでもありません。ぜひご参加を！ 
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季節講習会の日程・費用などについては 
随時お知らせいたします。ぜひご期待を！ 

2009 年度「夏期講習会」での指導風景… 
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定期テスト対策について 
                           2009 年「２学期・期末テスト対策」の例… 

☆１学期期末テスト対策☆ 

☆２学期中間テスト対策☆ 

☆２学期期末テスト対策☆ 

☆ 学 年 末 テ ス ト 対 策 ☆ 
（高校生は、前期・後期制） 

 定期テスト（中間テスト、期末テスト、学年末テ

スト）のおおよそ１ヶ月前になると、土曜日と日曜

日をフルに利用して、「定期テスト対策：特別イベン

ト」を実施します。 

 通例は、（土曜日＋日曜日）を１クールとし、「第

１クール」～「第４（５）クール」まで実施します。

ただし、「第５クール」は「予備日」とし、通常の生

徒は「自宅学習期間」とし、各自の自宅にて、教科

書や学校ワーク、そして塾の「宿題プリント」など

の総まとめ、総復習期間として確保いたします。た

だし、塾長が必要と判断した生徒についてのみ、「呼

出し指導」を受講していただきます。 

 １コマは２時間で、１クール（土曜日＋日曜日）

につき、合計２コマを原則義務受講と致します。 

 各自、部活動などの都合に合わせて、お好きな時

間帯を選択できます（ただし、定員制で、予約先着

順となります）。なお、コマの途中からの入室や退出

は、部活動や習い事など、特別な事由がある場合を

除き、認められませんのでご了承ください。 

 平常時の地道な家庭学習があってこそ、右記の「定

期テスト対策」は最大限に効果を発揮します。テス

ト前の「追い込み」だけでは、求める「結果」は得

られませんので、ご理解をお願い致します。 

 

※ 右は、2009 年「２学期・中間テスト対策」の予

定表の例です。今後の詳細については、状況に応じ

て随時変更致しますので、予めご了承ください。 

◇各学校：２学期・中間（前期・期末）テスト日程◇

   江別高校   …９月 １日（火）～ ４日（金）

   北海高校   …９月 １日（火）～ ４日（金）

  札幌啓成高校  …９月 ３日（木）～ ８日（火）

   大麻高校   …９月 ７日（月）～１０日（木）

  江陽中学校  …９月１４日（月） 

江別第一中学校 …９月１４日（月）～１５日（火）

  野幌中学校  …９月１６日（水） 

立命館慶祥中学校 …９月１６日（水）～１８日（金）

  中央中学校  …１０月 ８日（木） 

■「２学期中間（前期・期末）テスト対策」の日程■

＜第１クール＞ 

☆８月２２日（土）…（全中学）＋（全高校） 

☆８月２３日（日）…（全中学）＋（全高校） 

＜第２クール＞ 

☆８月２９日（土）…（全中学）＋（全高校） 

☆８月３０日（日）…中３受験生「学力総合Ａ」対策

＜第３クール＞ 

★９月 ５日（土）…（全中学）＋（大麻・啓成高校）

◇９月 ６日（日）…（全中学）＋（大麻・啓成高校）

＜第４クール＞ 

★９月１２日（土）…（全中学） 

★９月１３日（日）…（全中学） 

□「中間（前期・期末）テスト対策」の時間帯□ 

            ①１０：００～１２：００ 

            ②１３：００～１５：００ 

            ③１６：００～１８：００ 

      ④１９：００～２１：００ 

（④は、かなり混雑します！） 

※ご希望の日や時間帯を、自由に選択できます 

（定員制・先着順） 

※④の夜のコマは、大変混雑します。可能な限り、早

い時間帯を選択して下さい！ 

� １回の（土曜日＋日曜日）＝（１クール）とします。 
� １クール（土日）の中で、お好きなコマを、合計
２コマ（１コマ２時間×２コマ＝合計４時間）選

択して、お申込み用紙に記入して、提出して下さ

い。ただし、１コマの定員は１４名です。厳正な

る先着順で対応致します。 

� お一人様、合計４クール（土日）×４までの受講が可
能です。それ以上をご希望の場合は、塾長まで！᷸ 
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こ
れ
ら
が

「定
期
テ
ス
ト
対
策
」で
のー

で
す
。 

か
な
り
、

り

が
り
ま
す
よ
！ 
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受験対策について 
Ａテスト対策＋Ｂテスト対策＋Ｃテスト対策＋直前対策 

 中 3 受験生コースについては、「通常授業」や「定期テスト対策」に加え、「季節講習会」と「学力テ

スト対策」を基軸に、本格的な「受験対策指導」を行っていきます。 

 

 当塾では、「北海道学力コンクール」や「学力テスト総合Ａ・Ｂ・Ｃ」へ向けて、その試験範囲にピ

ッタリと合った「オリジナルテキスト」を随時作成し、常に目標設定を明確しながら、確実に実力向上

を図っていきます。さらに、「道コン」や「学力テスト」が行われる前には、必ず当塾独自の「プレテ

スト」を実施し、逐一、実力診断を行いながら、各自の課題を明確にし、新たな目標を立て、モチベー

ションアップを欠かしません。これにより、他には類を見ない徹底的な入試対策を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2009 年 10 月 25 日（日）に行われた、「学力テスト総合Ｃ対策・模試」での受験風景… 
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「Ｃテスト」実施予定日…１１月１１日（水） ２００９年度のサンプル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「中３Ｃテスト対策｣を実施します！ 
 

◆１０月２５日（日）「Ｃテ対策･プレテスト」 
９：５５～１５：１５ 

◆１０月２５日（日）試験範囲にピッタリと合った、オリジ
ナル・テキスト「総合Ｃ対策スペシャル」による、徹底演習！ 

１５：２５～１６：４５ 
 
①「Ｃ対策模試」を受ける！ 
１０月２５日（日）９：５５～15：15 

 これは、道コン本試験と同じ要領でデータ処理

が行われ、塾内テスト帳票に、道コン換算ＳＳ、

合格可能性、志望校データ、今までの、全ての道

コン、プレテストなどの、成績の推移が算出され、

コンピュータ処理による詳細な「個人成績表」が、

各生徒に配布される仕組みになっています！ 

②試験範囲にピッタリと合った
オリジナル・テキスト 

「総合Ｃ対策スペシャル｣ 
で、徹底的に問題演習！ 
１０月２５日（日）15：25～16：45 

 Ａ～Ｃテスト対策専用の問題集を作成しました！

Ａ～Ｃまで、それぞれのテスト範囲に対応しており、

分冊になっています。この問題集を、徹底演習です！

③苦手分野は、P.C.データ 
ベース問題で弱点克服！ 

 苦手分野などには、当塾が誇る、コンピュータ・

データベース問題で、弱点を徹底的に克服します！ 

十

一
月
十

一
日

（水
）
の

「学
力

テ
ス
ト
総
合
Ｃ
」
へ
向
け
て
、
そ

の
テ
ス
ト
範
囲
に
ピ
ッ
タ
リ
と
合

っ
た
、
当
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「総

合
Ｃ
対
策
ス
ペ
シ
ャ
ル

（全
２
３

４
ペ
ー
ジ
）
」
と
い
う
特
別
テ
キ
ス

ト
を
、
作
成
し
て
い
ま
す
！ 

※
学
習
工
房 

幹
で
は
、
「学
力
テ

ス
ト
総
合
Ａ
～
Ｃ
」
ま
で
、
全
て

の
学
力
テ
ス
ト
へ
向
け
て
、
「対
策

用
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
キ
ス
ト
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
「道
コ

ン

（北
海
道
学
力
コ
ン
ク
ー
ル
）
」

へ
向
け
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
対
策

用
テ
キ
ス
ト
も
、
テ
ス
ト
が
あ
る

毎
に
、
作
成
し
て
お
り
ま
す
！ 

中３受験生用スペシャル 

オリジナル・テキスト 

総合Ｃ対策スペシャル 

全２３４ページ 

Ｂ
テ
ス
ト
用
の 

サ
ン
プ
ル 
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2009 年度のサンプル 
☆中３受験生特別企画☆ 
入試直前・最後の集中対策！ 

 
 
 
 
 
 
 

受験＆受講：総費用…税込 15,750 円 
会場：サンワーク江別、札幌エルプラザ 
    試験時間      ９：５５～１５：１５ 

入試問題・最終研究会 １５：２５～１６：４５ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年 2月 7日（日）に行われた、中３受験生対象「入試問題・最終研究会」での指導風景… 
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第 1 クール：１月２４日（日） 

第１回「高校入試プレテスト」 
サンワーク江別「研修室２」…９：５５～１６：４５…昼食が必要です！ 

第２クール：１月３１日（日） 

第５回「北海道学力コンクール」 
札幌エルプラザ「札幌特設会場」…９：５５～１６：４５…昼食は、塾で用意いたします！ 

第３クール：２月 ７日（日） 

第２回「高校入試プレテスト」 
札幌エルプラザ「札幌特設会場」…９：５５～１６：４５…昼食は、塾で用意いたします！ 

第４クール：２月１４日（日） 

第３回「高校入試プレテスト」 
サンワーク江別「研修室２」…９：５５～１６：４５…昼食が必要です！ 

第５クール：２月２１日（日） 

第４回「高校入試プレテスト」 
サンワーク江別「研修室２」…９：５５～１６：４５…昼食が必要です！ 
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北海道学力コンクール 
＜小 4～小 6＞ 

第１回：４月１日（木） 

第２回：８月９日（月） 

第３回：１月９日（日） 

＜中１・中２＞ 

第１回：４月 ２日（金） 

第２回：８月１０日（火） 

第３回：１月１０日（月） 

＜中３＞ 

第１回：４月 ３日（土） 

第２回：８月１１日（水） 

第３回：１１月３日（水） 

裁量＆私立トライアル：１２月５日（日）…（変更の場合あり） 

第４回：１月１１日（火） 

第５回：１月３０日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

道コン・プレテスト 
＜中１～中３＞ 

春期講習会・期間中…計１回 

夏期講習会・期間中…計２回 

冬期講習会・期間中…計２回 

道コン対策「夏」 
道コンのテスト範囲にピッタリと

合った、学習工房幹のオリジナル・

スペシャルテキストです。 
各道コン毎に、必ず作成します！ 

「道コン本番」で用意

された、昼食の弁当… 

「道コン本番」では、「札

幌・特設会場」にて開催

するため、当塾から参加

者全員に、「昼食の弁当」

を用意しています。 

「昼食の弁当」

を選ぶ塾生… 
塾生がインター

ネットで選びま

す。これが、なか

なか楽しい！ 
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高校入試本番を想定し、札幌市中央区にある「ＪＲ研修センター」で行われた、２０１０年１月１１日（月）実施 

「第４回・北海道学力コンクール」での受験風景…他塾との“コラボレーション”が実現しました！ 

サンワーク江別の「特設会場｣で行われた、 

２００９年１月５日（月）実施 「第２回・道コンプレテスト｣での受験風景… 
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我
が
学
習
工
房
幹
で
は
、
「
い
か
に
教
え
る

か
」
で
は
な
く
、
「い
か
に
教
え
な
い
か｣

を
追
求

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
「い

か
に
塾
生
の
ヤ
ル
気
を
引
き
出
す
か｣

、
そ
し
て

「い
か
に
塾
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
か
」
を
最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ

て
お
り
、
ト
コ
ト
ン
ま
で
追
求
し
て
い
ま
す
。 

 

平
常
時
は
、
１
日
２
時
間
×
週
２
回
の
通
塾

が
平
均
的
で
、
最
小
限
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
、
日
々
の
学
習
を
淡
々
と
行
っ
て
い

き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
定
期
テ
ス
ト
の
約
一
ヶ

月
前
に
な
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
指
導
シ
ス
テ
ム
を

完
全
な
る
「テ
ス
ト
モ
ー
ド｣

に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
、
土
日
の
「定
期
テ
ス
ト
対
策
・
特
別
講

習
」
を
基
軸
に
、
徹
底
的
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
実

践
演
習
を
た
た
み
か
け
、
塾
生
そ
れ
ぞ
れ
の
「能

力
の
限
界
」
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、｢

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
指
導｣

を
「月
単
位
で
」

実
践
し
、
塾
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｍ
Ａ
Ｘ

ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。 

 

以
上
は
、「定
期
テ
ス
ト
単
位｣
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ア
ッ
プ
法
の
一
部
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。
以
下
に
、
年
間
を
通
じ
た
、
い
わ
ば

「
一

年
単
位
」
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
法
の
極

意
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

そ
れ
は
… 



 28

 

① 夏期講習直後に行います！ 

勉強：遊び＝７：３ 小・中・高…全学年対象！ 

 各年度の第１回目の合宿は、夏期講習会の直後です。主な目的は、中１・中２場合は、多くの中学校

で９月の上旬頃に行われる「２学期中間テスト｣へ向けた対策です。「得点大幅劇的アップ！」を目指し

ます。また、中３受験生については、９月の中旬頃に行われる「学力テスト総合Ａ」に向けた集中対策

となります。この合宿では、体育館を貸し切るなどして、遊び的な要素も取り入れていきます。 

② 冬期講習直後に行います！ 

勉強：遊び＝１０：０ 小・中・高…全学年対象！ 

 ここでは、遊び的な要素は一切ありません。なぜならば、中３受験生の「学年末テスト｣と高校入試

の本番を、直後に控えているからです。また、他の学年の塾生については、中３受験生の後姿を見て、

受験を“実感”してもらうのが目的です。中１・中２の生徒については、３学期分野の終了が目標です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合
宿
の
学
習
効
果
は
、
絶
大

で
す
！
実
際
に
開
催
し
て
み
る

と
、
そ
の
教
育
的
効
果
に
は
、

私
自
身
が
驚
く
ば
か
り
で
す
。

で
も
、
考
え
て
み
れ
ば
、
当
然

の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

例
え
ば
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
。
た
と
え
個
人
競
技
で
あ

っ

て
も
、
「合
宿｣

を
必
ず
行
い
ま

す
よ
ね
。
各
ア
ス
リ
ー
ト
は
、

自
立
し
て
成
熟
し
た

「
ト
ッ
プ

プ
ロ｣

で
す
。
単
独
で
も
充
分
に

練
習
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
れ

な
の
に
、
「合
宿｣

を
好
ん
で
行

い
ま
す
。
何
故
で
し
ょ
う
…
？ 

 

そ
れ
は
、
「わ
ざ
わ
ざ
や
る
」

だ
け
の
、
驚
異
的
な

「結
果｣

を

引
き
出
せ
る
か
ら
で
す
！ 
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使用教材について… 
約２２ ２万万の  

データベース演習問題を所有しています！ 
当塾ではコンピュータ教材を中心に、おおむね４種類の教材を使用しています。 

通常の授業の中で、使用する教材（小・中・高） 
「＠WILL（佐鳴予備校開発）」というコンピュータ教材を使用しています。

マルチメディア＆ＤＢプリント＆サブノートが三位一体となった、全国最

先端のシステム教材です。通常授業の段階から、全国レベル、ハイレベル

の問題に積極的に挑戦してもらいます。これにより、「裁量問題対策」も万

全です！ 

 
 

「テスト２週間前」に配布する教材（中学生） 
 「塾ナビプリント」と「トレペ Win」という教材を使用しています。各中

学校では、おおむね、定期テストの約２週間前に「テスト範囲表」が出ま

す。そして、その瞬間に、我が塾のＰＣ上に、テスト範囲に対応する教科

書のページを入力すると、「テスト範囲にピッタリと合ったスペシャルプリ

ント！」が製本されてプリントアウトされるという画期的なシステムです。 

「テスト１週間前」に配布する教材（中学生） 
定期テストの膨大な「過去問データベース」を作成し、範囲表が出たら、そのページにピッタ 

リと合った過去問のみを大量に抽出し、製本して配布します。定期テスト対策の総仕上げです！ 

「道コン」や「学力テスト」対策のテキスト教材 
 「道コン」や「学力テスト総合Ａ・Ｂ・Ｃ」の試験範囲にピッタリ合った、当塾オリジナルの「スペ

シャル・テキスト」を随時、作成します。これにより、モチベーションをアップ！（Ｐ２２、２５参照） 

（映像授業＋ＤＢプリント＋サブノート）が三位一体で、ハイレベルな内

容となっています。ちなみに学習工房 幹が「導入塾・全国第一号」です！
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 このよう質問を、度々受けます。学習工房幹では先進的な「コンピュータ・データベース教材」を中

心的に使用しており、他塾で通常使用されているような「テキスト教材」は、“おかず”という位置付

けです。以下に、それぞれの教材の特徴を列挙いたしますので、是非とも参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト教材の特徴 
• １冊に製本されていて、扱いやすい。 

• ファイリングの必要がない。 

• 目次などがあり、参照しやすい。 

• 一覧性がある。 

• 自由度や融通性、柔軟性が無い分、それを

扱う講師の力量を、あまり必要としない。

• 極めて安価で済み、コストがかからない。

• 低コストの割には見た目が立派なので、外

見的な高級感がある。塾としては有難い。

• 製本の性質上、ページ数が限られているた

め、説明部分や導入部分が極端に少ない。

おまけである。これで「独習」は難しい。

• 同様の理由により、問題数が絶対的に、圧

倒的に足りない。 

• 問題数が少ない分、問題傾向の偏りが大き

い。網羅性が低い。 

• 学年毎に冊子が分かれているため、例えば

…「方程式」が苦手な中３生がいたとして、

「中１から方程式をやり直す！」となった

場合、「見本テキスト」などの「コピー」

でしのぐことになる。多くの塾で行われて

いるが、これは厳密には違法行為である。

• ほとんどは１年分の内容で１冊になって

いるため、常に必要の無い分野を持ち歩く

ことになる。 

• 一度書き込んだら、もうおしまいである。

一斉集団指導向きです！ 

テキストは使わないのですか…？ 

ＩＴ p.c.教材の特徴 
• 毎回プリントが、莫大に吐き出される。 

• ファイリングが必要となる。 

• 目次などが無いので、参照しづらい。 

• 一覧性に欠ける。 

• 自由度や融通性、柔軟性が極めて高い分、

それを扱う講師の高い力量を必要とする。

• 導入や維持に、かなりのコストがかかる。

• 高コストなのに、実際に吐き出されるのは

単なる「プリントの山」である。したがっ

て、「安っぽい！」と言われがちである。

塾としては…とってもつらいものがある。

• ページ数などの制限が一切無いので、説明

部分や導入部分がとても詳しく、極めて充

実している。したがって、「独習」をする

にはモッテコイの教材となる。 

• 同様の理由により、問題数が圧倒的に多

い！よって「問題が足りない！」とは絶対

に言わせない。この膨大なる演習問題量、

得点アップには絶対に欠かせない要素だ。

• 学年枠などには一切捉われず、束縛の無

い、自由奔放で縦横無尽な学習が出来る。

• 成績管理機能により、生徒の個人データを

逐一記録して蓄積し、「個人データ重視」

の効率的な学習が出来る。 

• 同じ問題を、何度でもスピーディーにプリ

ントアウトできる。 

個別指導向きで
す！ 
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日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

28 １ ２ ３ ４ ５ ６ ・ ・ ・ １ ２ ３ ４ 

７ ８ ９ 10 11 12 13 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25 

３３３３

月月月月    

28 29 30 31 ・ ・ ・ 

９９９９

月月月月    

26 27 28 29 30 ・ ・ 

日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

・ ・ ・ ・ １ ２ ３ ・ ・ ・ ・ ・ １ ２ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

11 12 13 14 15 16 17 10 11 12 13 14 15 16 

18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23 

４４４４

月月月月    

25 26 27 28 29 30 ・ 

10101010

月月月月    

24 25 26 27 28 29 30 

日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ７ ８ ９ 10 11 12 13 

９ 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20 

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27 

５５５５

月月月月    

23 24 25 26 27 28 29 

11111111

月月月月    

28 29 30 ・ ・ ・ ・ 

日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

30 31 １ ２ ３ ４ ５ ・ ・ ・ １ ２ ３ ４ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

13 14 15 16 17 18 19 12 13 14 15 16 17 18 

20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25 

６６６６

月月月月    

27 28 29 30 ・ ・ ・ 

12121212

月月月月    

26 27 28 29 30 31 ・ 

日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

・ ・ ・ ・ １ ２ ３ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

11 12 13 14 15 16 17 ９ 10 11 12 13 14 15 

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22 

７７７７

月月月月    

25 26 27 28 29 30 31 

１１１１

月月月月    

23 24 25 26 27 28 29 

日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    日日日日    月月月月    火火火火    水水水水    木木木木    金金金金    土土土土    

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 30 31 １ ２ ３ ４ ５ 

８ ９ 10 11 12 13 14 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19 

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26 

８８８８

月月月月    

29 30 31 ・ ・ ・ ・ 

２２２２

月月月月    

27 28 ・ ・ ・ ・ ・ 

① 下線の部分は、平日における通常授業の休講日です。② 網掛け部分の土日・祝祭日は、原則 

として全て休講となります。③ 予定は変更する場合があります。あらかじめご了承下さい。 

年
度
、ー

工

幹ー
年
間
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2010 年度「休暇日程」概要 

★春期休暇★ 

３月２０日（土）～４月 ７日（水） 

★ゴールデンウィーク休暇★ 

４月２９日（木）～５月 ９日（日） 

★夏期休暇★ 

７月１７日（土）～８月１７日（火） 

★秋期休暇★ 

９月１８日（土）～９月２６日（日） 

★冬期休暇★ 

１２月１８日（土）～１月１６日（日） 
 

※長期休暇などで授業日数が少ない月があっても、あるいは、

「定期テスト対策」などのイベントで授業日数が多くなる月

があっても、「通常授業料」は一定であり、年間を通じて金

額の増減はありません。予めご了承下さい。（パンフＰ34 参） 
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年間費用：一覧表 

春期講習会、夏期講習会、冬期講習会の費用は、上記の費用に加え

て別途、納入して頂きます。費用の詳細については、その都度、広

報物やＷＥＢ上などでお知らせいたします。季節講習会は、とても

重要です。学習効果を最大限引き出すために、ぜひご参加下さい。 

中学生や高校生の「定期テスト対策」の費用については、上記の「通

常授業料」の中に含まれています。したがって、「定期テスト対策」

の費用を別途、ご負担いただくことはありません。 

「 定定シシテ対対」 の費費は、別別かかか しかか！ 

学年 コース 週あたりの時間数 
通常授業料 

／月 

教材費 

／半期 

諸経費 

／半期 
入学金 

ミニマム・パッケージ １日２時間・週１回 8,400 円 

スタンダード・パッケージ １日２時間・週２回 12,600 円 

トップレベル・パッケージ １日２時間・週３回 16,800 円 

小１ 

～ 

小６ 

フリーラーニング・無制限  

限定２名！ 
時間・回数 … 無制限！ 21,000 円 

10,500円 

 

３月末 

９月末 

8,400 円 

 

４月末 

10 月末 

10,500 円 

ミニマム・パッケージ １日２時間・週１回 12,600 円 

スタンダード・パッケージ １日２時間・週２回 16,800 円 

トップレベル・パッケージ １日２時間・週３回 21,000 円 

中１ 

中２ 

フリーラーニング・無制限 

限定２名！ 
時間・回数 … 無制限！ 25,200 円 

15,750円 

 

３月末 

９月末 

12,600 円 

 

４月末 

10 月末 

15,750 円 

ミニマム・パッケージ １日２時間・週１回 13,650 円 

スタンダード・パッケージ １日２時間・週２回 18,900 円 

15,750円 

 

３月末 

９月末 

４月末 

12,600 円 

10 月末 

8,400 円 

15,750 円 

トップレベル・パッケージ １日２時間・週３回 23,100 円 

中３ 

受験生 

フリーラーニング・無制限 

限定３名！ 
時間・回数 … 無制限！ 27,300 円 

＜秋期＞ 

５回連続 

入試対策模試 

15,750 円 

10 月末 

＜入試直前期＞ 

５週連続 

入試プレテスト 

15,750 円 

1 月末 

学校授業・補習パッケージ 15,750 円 テキスト

代のみ 

実費分 

請求／月 

12,600 円 

 

４月末 

10 月末 

15,750 円 
高１ 

～ 

高３ 

 

大学 

受験生 

大学受験・総合パッケージ 

最新システム＠WILL 

（佐鳴予備校開発） 

を基軸に、全国最先端の 

大学受験指導が実現します！ 

時間・回数 … 無制限！ 

１週間あたりの通塾回数

や希望の時間帯を、事前

に選択して頂きます。 

受講回数にかかわらず、 

費用は一律となります。 

15,750 円 

＋ 

6,300 円 

（＠WILL） 
↓ 

計 22,050 円 

模擬試験、添削指導等の費用は、

別途、実費分のご負担となりま

す。詳細は、お問い合わせを！ 
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よ よ よよ よ質質Ｑ  

「 通通通通」 の日日が少なし  

８月や１月ななの通通授は 

安よ はなくなしのくしか ？…  

お答えＡ  
 学習工房幹の授業料などのお支払いは、年間の指導全体…（通常授業＋定期テスト対策＋プランニン

グ＋コーチング＋個別面談）…などを全て併せ、それらの費用の年間トータルを、月ごとに分割にして

納入して頂くという、料金システムになっております。 

 特に、中学生や高校生については、１年に４回ある定期テストの時期になると、テストの約１ヶ月前

から、土日を中心に「定期テスト対策・特別講座」が行われ、それを併せると、その月の１ヶ月あたり

の授業回数は、かなりの数になります。しかし、当塾では、月による授業回数の増減にかかわらず、一

定額の授業料を頂くというシステムを採用しております。なぜならば、上記のようなシステムを採った

方が、よりお子様の個性に対応すべく、必要に応じた「呼出し臨時受講」や「強制自習」等にも、より

柔軟で臨機応変な対応が可能となり、「個別指導」の指導理念に完全に合致すると考えるからです。 

 したがって、１２月や１月、３月、４月、７月、８月などのように、「通常授業」の日数が少ない月

があっても、その月だけ「通常授業料」が少なくなるといったことはありません。 

 実際に、「定期テスト対策」の１年間トータルの授業コマ数は、３２コマ以上にのぼり、授業時間に

換算すると、６４時間以上になります。これは、他塾には類を見ない時間数であり、特に「個別指導」

の形態を採る塾では、“常識外”のコマ数なのです。 

 さらに、時間数のみならず、塾として、この「定期テスト対策」や中３受験生・大学受験生の「入試

対策」に向けては、多大なるエネルギーとコストを費やしているというのも、事実なのです…。 

 どうぞ、以上を踏まえたうえで、ご理解をお願い致します。また、ご意見やご要望などがあれば、お

気軽に率直にお寄せ下さい。誠意を持って、対応させて頂きます。 

※ただし、「定期テスト対策」が基本的に行われない、小学生については、「通常授業料」をかなり低額

に設定させて頂くことにより、対応しているつもりです。ただし、希望者には、「通常授業」＋アルフ

ァの「補講」の実施も考えております。詳細はお問い合わせ下さい。 

※ なお、具体的な季節講習会の日程や費用などは、その時々の状況などを精査した上で、パッケージ

としてご提案させていただきます。随時、ニュースレターや書類などを通じてお知らせいたします

ので、当塾の広報物などにはよく目をお通しくださいますよう、宜しくお願いいたします。 

※ また、季節講習会以外にも、多種多様な魅力あるパッケージやイベント等を、機会がある毎に積極

的に企画していきたいと考えております。特に、１年に２回行われる「合宿イベント｣は、成績を大

幅アップさせる上でも大好評です。その都度随時お知らせ致しますので、どうぞご期待ください！ 
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塾長 市場義朗の    

日本縦断計画！ 
全国塾の「食べ歩き」！ 

2005 年度より、私市場は全国の縦断をはじめております。 

＜理 由＞ 

① 全国の塾長が集まる研究会や学会、セミナーなどに参加し、自らも積極的に発表など

をして勉強し、その成果を当塾の指導に還元し、より指導技術をアップさせるため。 

② 修学旅行以外の、旅行経験がほとんど無い市場が、全国を回って新たな見聞を広める

ため。この「武者修行」により、塾長自信の「人間力」をも、より豊かにしていきたい。 

③ 全国各地の塾を回り、全国各地の優秀で名立たる塾長との人脈を築いて太いパイプを

結び、頻繁に情報交換を続けることにより、塾の「全国ネットワーク」を構築するため。 

 

 

こう 

 

 

 

 

 

 

 

 我が学習工房幹における長期的な目標は、上位大学現役合格です。私の本心としては、決して北大合

格だけにはこだわりたくありません。いずれは……東大、京大、阪大、名大、東北大、九大、早稲田、

慶応…と全国の名立たる大学に現役合格できる人材を、毎年多数輩出させる野望をもっています。それ

を、ここ江別市にいながらにして、この学習工房幹において可能にしたいのです！決して夢物語で終わ

らせるつもりはありません。これにより、北海道随一の「エリート育成機関」が完成いたします。 

 例えば、ある生徒が「広島大学を受けたい！」となった場合、広島にある進学塾と即座に連携を取り、

素早く情報を仕入れ、さらに直に広島に乗り込んで、広島大学受験について徹底的に調査し、詳細に正

確に分析する……我が塾生が全国どこの大学を志望しようとも、北海道という地理的距離を全く感じさ

せないような、全国に目を向けた大学受験指導を展開したいのです。そのための｢全国行脚｣です！ 

 左の写真は、2005 年 6 月 5 日、九州の福岡県飯
塚市で行われた研究会での様子です。ここで私は
講師として招聘され、発表の場を与えていただき
ました。研究発表の後に、3 月に提出した論文の
表彰も行われ、何と私は、「全国優勝」を果たし
たのです！写真はその場面です。 

私の右が「21 世紀の教育を考える塾の会」主宰
の森智勝氏です。我々塾の世界では、スター的存
在なのです。これからも、いろいろな場に足を運
び、大いに勉強させていただきます！ 
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ニュースレターについて… 
ニュースレターは、学習工房幹の 

 指導の根幹 です！ 
★ニュースレターのポリシー★ 

 学習工房幹は、単なる受験指導の場ではなく、学校をも凌駕する地域の文化の中心、文

化情報発信基地を目指しています。地域全体が参加できるような教育空間です。このニュ

ースレターは、当塾における数々の情報発信ツールの中でも、圧倒的に、最も重要な情報

発信手段であると位置づけております。したがって、大切なお子様の将来のために、当塾

を最大限有効にご活用いただくためにも、発行されるニュースレターを必ず通読してくだ

さい。まずは、学習工房幹について、可能な限り、正確にご理解いただくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送送さささく 、必ずお読みよ みさし！ 
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「ブラウザカルテ」構想について 
 学習工房幹の開業以来、塾長の市場が新規開講における最大の重要テーマとして、開発に取り組んで

きました。結局は、外注のもので更に素晴らしいものを発見し、そちらを採用することになりました。 

 私市場が長年の間、ずっと思い焦がれてきた夢の実現の瞬間が、いよいよ間近に迫っております。 

「ブラウザカルテ・システム」とは…？ 
 名前の通り、インテリジェントビルにある医療機関に患者として通っていた私が、そこからヒントを

得て開発に乗り出したものです。先進的な医療機関では、カルテなどのデータが全てブラウザ化されて

います。それに感動したのです。そこのあたりをイメージしていただければ、分かり易いと思います。 

その利点は？ 
① 家庭と塾とのやり取りは、ほとんど紙上で行ってきた。その最大の欠点はタイムラグが生じ、情報

が古くなってしまうことであった。ブラウザカルテ上では、常にリアルタイムで情報交換が出来る。 

② 紙のカルテだと、どうしてもファイルが物理的に分厚くなってしまい、持ち運びや閲覧に不便が生

じる。ブラウザカルテを導入すれば、ペーパーレス化を実現でき、資源の節約にもなる。 

③ 「セーフティーメール」機能が搭載されていることにより、塾生が教室の入退出時に、各自のカー

ドをバーコードリーダーに通せばその都度、瞬時に保護者の携帯電話へ向けて、メールで入退出の

時刻を送信致します。これらの機能は生徒の寄り道などを防ぐこともでき、防犯上、大変有効です！ 

④ 「ＷＥＢ学習＆テスト」機能が搭載されていることにより、塾生が各ご家庭のパソコンで、サーバ

ー上にある膨大なデータベ

ースの中から、自分に合っ

た演習問題を抽出して学習

することが出来ます。それ

らの成績はサーバーに全て

蓄積され、そのデータを分

析することによって塾生各

自の成績管理がなされ、そ

れらを基に各生徒の弱点を

発見し、そこを自宅のパソ

コン上で、各自の都合の良

い時間に、徹底的に攻略す

ることが可能です！ 
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最最最のＩ Ｉ 先先・ 学学シシシシ

を、  
本本本に導導しししししし！ 

『ｅトレＮＥＴ』を導入 
授業中に使っている「ラーニング」や「ステップ１」などというＩＴデータベース教材を、『ｅトレ』

という。72 万題の演習問題がある。今までは正規の授業時間の中でのみ、使用出来るようになっていた。

2007 年度からはさらに進化させ、『ｅトレ NET』という新たなシステムを導入し、自宅のパソコンか

らダウンロードし、プリントアウトして自宅学習に活用できるようになった（ＰＣ上での学習も可能）。

これにより、部活動などで忙しい塾生、あるいは遠方に住んでいて通塾可能な日数が限られる塾生につ

いても、自宅において思う存分、『ｅトレ』での学習が可能になった。小１～高３まで完全対応です！ 

『ビットキャンパス』を導入 
『ビットキャンパス』というインターネット学習システムを導入する予定。ブラウザカルテ機能、セ

ーフティーメール機能、ポイントシステム機能、演習問題ダウンロード学習機能（ＰＣ画面上での学習

…ｅラーニング）などが多様にあり、画期的で先端的なシステムである。 

『ｅトレ NET』と『ビットキャンパス』のコラボレー
ションで、最強の自宅学習システムが完成！ 
※ 正式入塾後、インターネット環境が備わっている全てのご家庭を対象に導入します。塾長の市場が

各ご家庭に伺い、「出張サポート」をして設定＆レクチャーをします。ご協力、宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「

サ
ポー

ト
」 

のー

で
す
！ 
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塾長の指導歴から語る… 

「結果」と「プロセス」 

 さて、いつも節目の季節になると、毎日の

ように、いろいろな塾のチラシが朝刊に挟ま

っています。当塾も、時折、新聞にチラシを

折り込ませていただいております。そして、

その様な時には、おかげさまで、いろいろな

保護者の方から電話が来ます。お電話では、

いろいろなお話をさせていただきます。１時

間以上にわたることもしばしばです。おそら

くは、お子様の勉強についていろいろと悩ん

でいるからこそ、数多くのチラシを見て、当

塾にもお電話くださるのでしょう。細かな内

容に関してはさまざまですが、多くの場合、

根本的なところでのお悩みは共通していま

す。では、多くの保護者の方は、いったいど

のようなことでお悩みになって、お電話を下

さるのでしょうか？ 

 

それは、「子供が勉強しない。」ということ

です。｢なかなか勉強したがらない。｣という

ことです。つまり、「学習意欲」がない…と

嘆いていらっしゃるのです。これは根本的な

問題であり、最も重要なテーマと言えるでし

ょう。これがなければ、いくら周りが頑張っ

ても、もうどうしようもないのです。 

 

意欲…英語で言うと、モチベーションでし

ょうか？テレビでスポーツ番組を見ている

と、この｢モチベーション｣という言葉、盛ん

に使われています。サッカーや野球、その他、

あらゆるスポーツで。これは、要するに、何

事を成すにしても、根本的なところで動機づ

け、モチベーションが絶対に必要であり、も

しそれがなければ、全くの無駄になってしま

うと言うことなのです…。 

例えばイチロー選手。世界トップレベルの

メジャーリーガー。彼が小学生の頃から毎日

バッティングセンターに通いつめていたこ

とは、あまりに有名です。とにかく、毎日通

うのです。それで、オーナーの特別なはから

いで、プロ並みのスピードールに設定しても

らったそうです。それを毎日毎日、何百球と

打つ。では、一体なぜ、こんなに頑張れたの

でしょうか？ 

 

それは、｢モチベーション｣があったからで

す。「プロ野球選手になりたい！」という、

明白なるモチベーションです。イチローの出

身校である愛工大名電（愛知工業大学名電高

校）の中村監督が以前、インタビューで言っ

ていました。「イチロー選手は、入学した時

から既に、プロを目指していた。だから、本
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来だったらバッティングで、ただヒットを狙

うだけだったら、６割でも７割でも打てただ

ろう」と…高校時代から。だけど、彼はプロ

を目指していたから、それをしなかった。イ

チロー本人も｢センター前だったらいつでも

打てますよ。｣と言っていたそうです。だけ

ど、それはしなかった。目的意識の違いなの

です。 

 

「如何にモチベーションが大切か。」とり

あえず、これはご理解いただけたと思いま

す。もっと話を進めます。今のイチロー選手

に関する逸話の中から、さらに学ぶことが出

来ます。 

 

目的を持ったら、その次は何が大切になっ

てくるのでしょうか？ただ「プロになりた

い！」という願望だけだったら、多くの子供

達が言います。私市場も、確か子供の頃は「プ

ロ野球選手になりたい！」と言っていたよう

な気がします。もちろん、子供ですから、そ

の時々によって「パイロットになりたい、医

者になりたい…」とコロコロ変わっていまし

たが。とにかく、多くの人間は、「～になり

たい」あるいは「～したい」というところま

では行くのです。 

 

問題は、そこからです。イチロー選手の場

合、「プロ野球選手になりたい。」という、と

てつもなく大きな野望を掲げ、そして、その

ために今の自分にとって何が必要か、という

ことを極めてクールに自己分析し、その大き

な野望に向けて、日々淡々と自己鍛錬を続け

ていたのです。それが｢センター前だったら

いつでも打てますよ。｣と言いながら、敢え

てそれをしないスタイルとなって現れたの

です。では、要するに、イチローは普通の少

年と違って、何が凄かったのでしょうか？ 

 

それは、あくまでも「プロセス」を大切に

したということです。普通だったらどうでし

ょう？おそらくは、まず間違いなく「目先の

結果」を最重要視したはずです。だけどイチ

ローは「目先のヒット」などには一切こだわ

らず、同じヒットでも将来につながるよう

な、内容の濃い、レベルの高いヒットを求め

たのです。これは、口で言うのは簡単ですが、

実際実行してそれを貫徹させるのは、並大抵

のことではありません。だって、誰だって目

先のヒットを量産し、そして、目先の打率な

どの数字を、アップさせたいではありません

か？そうすれば、監督への猛アピールになり

ます。愛工大名電は甲子園の常連であり、し

たがって野球部員の数もかなりのものです。

レギュラーの座を死守すること自体、それは

それは大変なことです。それに、目先の結果

を出すことにより、当然周りからも認められ

ることになり、名誉を手に入れることも出来

ます。カッコいいですよ！ 

 

でも、イチローは敢えてそれをしなかっ

た。目先の結果などよりも、彼にとっては格

段に高い目標があったから。他の少年達より

も、遥かに強いモチベーションがあったか

ら。それは、「プロになる」ということ。「な

りたい」ではなく、「なる」ということ。 

 



 41

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いありません。とにかく、記録がすごい！記

録だけで言えば、長嶋茂雄を遥かに凌ぐもの

があります。歴代ナンバーワンクラスです。

 

野村克也は、最も「結果」

を残した男の一人である。 

 

 06 年度シーズンからオリックスバッファ

ローズに入団した、現在の名選手でスーパー

スター、「番長」清原和博…、実は、主要な

タイトルを、ほとんど全く取っていません。

このことから考えてみても、野村克也がいか

に凄い選手であったかが、よく分かります。

 

 これほどまでに「結果」を残し続けてきた

男が、インタビューなどで、良くこんなこと

を言っていたのを思い出す。それは… 

 

「結果」は、追えば追う

ほど逃げていくもんや。

 

 今度は名将、野村克也。日本野球界の

「超」名監督、知将であり、ここ最近では夫

人の「サッチー」の問題により、あらぬ方面

で世間から騒がれていたが、06 年度のシーズ

ンからは、東北楽天ゴールデンイーグルスの

第２代監督に就任し、再び本業で注目される

ようになった男である。野村克也、かつては

選手としても、歴史に名を刻む「超」一流選

手だった。昭和１０年生まれ。京都府出身。

峰山高校時代は全くの無名。昭和２９年にテ

スト生として南海ホークスに入団。入団して

１年間二軍で過ごし、すぐに解雇（クビ）通

告。何とか拝み倒して現役続行。その後も１

年間は２軍生活。やがて鶴岡監督に認めら

れ、昭和３２年にホームラン王。４番捕手と

して、３７年から８年連続でホームラン王。

４０年には、事実上日本初の三冠王に輝い

た。４４年からはプレイングマネージャー

（選手兼監督）となり、４８年に優勝。獲得

タイトルは…三冠王１回、ＭＶＰ５回、首位

打者１回、ホームラン王９回、打点王７回、

ベストナイン１９回、ゴールデングラブ賞１

回。通算成績は、安打２９０１本、打点１９

８８、そして、ホームランは６５７本である。

特にホームランに関しては、現ソフトバンク

ホークス監督である王貞治の８６８本に次

ぎ、プロ野球歴代２位の大記録である。その

他にも、偉大な記録はまだまだある…。 

その後、１９９０年に、長年Ｂクラスに低

迷していたヤクルトスワローズの監督に就

任。ＩＤ（インプットデータ）野球をスロー

ガンに掲げ、９２年にリーグ優勝、９３年、

９５年、９７年には日本一を果たし、「名将」

「知将」の名をほしいままにする…。 

 

野球に興味の無い方にはピンと来ないこ

とかもしれませんが、野村克也という男は、

日本のプロ野球史上において、王貞治ととも

に、最高のタイトルホルダーと言っても間違
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 かつての私の教え子に、Ｙという生徒がい

ました。以前、勤務していた進学塾での教え

子です。ちょっと彼女の話をしてみましょう

…。彼女は、中１の冬期講習明けに入塾しま

した。Ｋ中学校の生徒でした。それから１ヶ

月の間、２月の学年末テストに向けて、塾と

してミッチリと対策しました。当時は一斉集

団指導形式でやっており、テスト前の土日は

それこそ終日の「臨時授業」をバンバンやっ

ていました。彼女は体力があり、遅刻したり

休んだりすることは無く、頑張ってハードな

授業についてきてくれました。そして結果

…。主要５教科の合計点が、３８０点でした。

彼女はもともと大変優秀です。何と、合計で

６０点以上も下がってしまったのです！あ

まり言いたくありませんが…。こんなことっ

てあるんですね…。 

 

 そして、まもなく塾定例の三者面談。彼女

は母親とともにやってきました。私は…、ハ

ッキリ言います。絶対に、退塾すると思って

いました！絶対に。だって、もともと優秀な

彼女が、さらにレベルアップさせるために塾

 皆さん、これを聞いて、一体どう思われる

でしょう。何かドキッとしませんか？あれほ

どことごとく、「結果」を残してきた男が、

まさかこんなことを言うとは。意外といえば

意外かもしれません。でも、野村克也が言う

だけに、妙に説得力がありますよね。これを、

ちょっと勉強に置き換えてみましょう。 

 

 皆様がお子様を入塾させた理由は、もうハ

ッキリとしていますよね。テストで「よい点

数」を取ってもらうため、そして入試で「合

格」させるため。これ以上の理由は無いと思

います。当然、我々のような塾人も自分たち

の塾生達に、とにかくテストで「良い点数」

を取ってもらって無事に「合格」してもらう

ように、日々全力で指導に取り組んでおり、

そのための研究を欠かしません。要するに、

お子様に対して保護者の方も講師一同も、常

に「結果」を求めています。当然ですよね。

そのための塾なのです。ところが… 

 

「結果」は、追えば追う

ほど逃げていくもんや。
 

 実に、難しいですね。私市場は、今年で塾

業界に身を置いて１７年目になります。今ま

でに、数多くのお子様を指導させていただき

ました。そして、いわゆる「学年トップ」の

お子様も、何人も指導させていただいてきま

した。その経験から考えて、やはり目の前の

点数、「結果」を追いすぎると、追えば追う

ほど、逃げていってしまうように思います。

これはもう、間違いないようです。では、い

わゆる「デキる」お子様というのは、そして

その親御様というのは、一体どのような感じ

なのでしょうか？ちょっと具体例を挙げて

みます。 
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対して強い関心があり、ずっとそれを目指し

てきたのです。表面上は、いつもおっとりニ

コニコしていましたが、とても意志が強く、

正義感みなぎる生徒でした。 

 

 ここまで、イチロー、野村克也、そして教

え子Ｙ、三つの具体例を挙げてきました。こ

こから一体、何を学び取ることが出来るでし

ょうか？やはり、大切なのは「プロになる！」

といった「モチベーション」であり、｢セン

ター前だったらいつでも打てますよ。｣とい

う「プロセス」重視の姿勢です。本人にとっ

ての最高の「結果」を得るために。 

（２００６年３月２５日） 

塾長 市場 義朗 

 

に入り、しっかりと試験対策授業を受け、そ

れにもかかわらず、信じられないような得点

になってしまったのですから。お母様は、相

当お怒りであろうと思いました。よって、私

はあらゆる事態をも覚悟いたしました。私と

しては、怒られても全く反論など出来ません

よ。弁解の余地など全くありません。やめる

と言われても、引き止める材料などありませ

ん。私は、ひたすら謝罪いたしました。 

ところが… 

 その時のお母様、こう言っては失礼です

が、実にのんきな顔をしていました。そして

「まぁ、こういうことも、あるんじゃないで

すか。」とまるで他人事。全く意に介してい

ないといった感じでした。テストの点数な

ど、眼中には無いかのように。結局「やめる」

などという話は一言も無く、それどころか終

始和やかな雰囲気の中、よもやま話に耽って

いました。お母様がこのようなご様子ですか

ら、当然娘さんのＹもニコニコと実に平和な

顔をしていました。ピリピリとした空気が全

然無いのです。これには私市場もさすがに救

われました…。というよりは、感動しました。

 

 次の中２の１学期期末テストでは、５教科

合計点が４４０点に回復。その後は大きな失

敗はなくなり、中３になると、成績はいよい

よレベルアップして、定期テストの最高順位

は学年２位、中３最後の北海道学力コンクー

ルでは全道６位、内申点ランクはＡランク

（当時は“相対評価”であり、Ａランクの生

徒は全校に１人か２人、いるかいないかだっ

た）。そして、自宅から徒歩１分ほどに位置

する札幌南高校に、悠々と合格しました。何

の心配もいりませんでした。余裕でしたね

…。そして高３の１２月に、北海道大学理学

部物理系に早々と合格してしまいました（Ａ

Ｏ入試）。将来は大学に残り、研究職に就き

たいそうです。かねてから、「環境問題」に
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費用の納入について 
• 教室での現金の受け取りは、一切行っておりません。 

• 入塾当初は郵便局による払い込み、それ以降は自動払い込みで納入していただきます。 

• 郵便局の口座をお持ちでない場合は、大変恐れ入りますが、新規に口座を開設していただきます。

その際は、当塾までお問い合わせください。 

• 兄弟姉妹割引の申請及び内容などについては、当塾までお問い合わせください。 

• ２ヶ月間、費用の滞納等が続いた場合、自動的に退会とさせて頂きます。あらかじめご了承下さい。 

 

株式会社株式会社株式会社株式会社トランクトランクトランクトランク････オヴオヴオヴオヴ････サイエンスサイエンスサイエンスサイエンス    

記 号   番 号 

１９０４０１９０４０１９０４０１９０４０－－－－４６１２７９０１４６１２７９０１４６１２７９０１４６１２７９０１    
 

電 話 

(011)３９１―２４２４
導 入 導 入

 
ＦＡＸ（24 時間受付！） 

(011)３９１―２０００ 
携帯電話番号 ０９０－２６９９－９８３２ 

ＰＣメール osamu@dazai.jp 携帯メール dazai-osamu.1909-1948@docomo.ne.jp 

ホームページＵＲＬ http://miki.ac 
〒０６９－０８２６ 江別市あさひが丘１３－１６ 

 

代表取締役 塾長 市場 義朗 
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教室長 石井 僚一 

＜プロフィール＞ 

東野幌小→野幌中→大麻高 

 北海学園大学・人文学部３年
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で
し
ょ
う
。

徒
は

でー

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で

の

を
見
て
、
ノー

ト

に

き
こ
ん
で
い
く
。

を
し
た
ら
、プ
リ
ン
ト
を

で

す
。

で

い
て
、
と
き
に
わ
か
ら
な
け
れ
ば
講

に

ね
て
、

き

わ

っ
た
ら

で

を
す
る
。

で
パ
ソ
コ
ン
に

ー

を

し
て
、
ま
た

の

へ

む
。
こ

れ
が
お
お
ま
か
な

れ
で
す
。
と
に
か
く

徒
は

で
や
る
。基

に
は

で

ま
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
い
う

な
か
で
、

ー

に

き

っ
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
の
が
「

ー

」
で
す
。 

段
は

に
ま
わ

っ
て
し
ま
う

ー

が

し
で
も

ー

な
も
の
にー

わ

っ
て
、
そ
こ
で

か
見
つ
け
て
も
ら
え
れ

ば

い
で
、
そ
れ
はー

ー

そ
の
も
の
へ
の

だ

っ
た
り
、
テ
ス
ト
の

ー

が

が
る

び
だ

っ
た
り
、す
ら
す
ら
と

が

け
る

感
だ

っ
た
り
…
…
、
と
に
か
く
な
ん
で
も
い
い
で
す
。ー

わ
る
き

っ
か
け
が
こ
こ
に
は
あ
る
と

い

ま
す
。 

の

い
に
つ
い
て

し
。 

こ
こ
でー

き

め
て
か
ら
は
お
お
よ
そ
１
年
６
ヶ

ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

、

も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

徒
に
う
ま
くー

え
ら
れ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
大ー

に

しー

な
く

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

徒
は

い
て
く
れ
ま
す
。

く

い
て

に
考
え
て
く
れ
ま
す
。

で
考
え
て
答
え
に
た
ど
り

こ
う
と
し
ま

す
。
そ
し
て
、
な
ん
と
か

を
し
ま
す
。
そ
の

に

は

し

し
い

い
を
し
ま
す
。

に
、

が
い
な
く
て
も
大

じ
ゃ
な
い
か
、
っ
て
。 

そ
う
に

勤
講

と

ー

っ
て
、ー

え
る
と
い
う

に

っ
て
い
ま
す
が
、ー

、

に

ー

る
こ
と
は
ほ
ん
の

な
こ
と
で
す
。
ち
ょ
こ

っ
と
サ
ポー

ト
を
す
る
だ
け
で
す
。１
年
６
ヶ

ー

い
て
わ
か

っ
た
こ
と
は
『

がー

え
て
い

る
の
で
は
な
く
て
、

徒
が

でー

ん
で
い
る
』
と
い
う
こ
と
。結
局
、

は

徒

の

でー

り

え
る
と
い
う

こ
と
。

だ

っ
て
そ
の

を

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

徒
に
わ
か

っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
も

の

で
。
そ
の

を

大

に

き

す
こ
と
が

の
つ
と
め
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
よ
り

に
、よ
り
ス
ムー
ズ
に

徒
に

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

の

で
す
。
と
て
も
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
で
す
が
。 

や
るー

の
あ
る

、
大ー

で
す
。
け
れ
ど
、
や
るー

の
な
い

も
大ー

。
だ

っ
て
、ー

工

幹
にー

た
の
な
ら
、
や

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
と
に
か
く
、
や

っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。 

講

同
、あ
な
た
の

を

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

、

ー

し
ま
し
た
。 
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講師リーダー 石井 拓斗 

＜プロフィール＞ 

東野幌小→野幌中→双葉高 

 北海学園大学・法学部２年 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。ー

工

幹
講

の

斗
で
す 

さ
て
、
い
よ
い
よ

年
度
が

ま
り
ま
す
。

ー

１
年

の
み
な
さ
ん
は

ー

校
と
い
う

あ
ら
た
な

境
にー

し
て
ど
の
よ
う
なー

ち
を

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。期
待
で
し
ょ

う
か
そ
れ
と
も

で
し
ょ
う
か
。

の

は
期
待
を
も

っ
て

ー

校
に

ー

し
ま
し
た

が
、

ー

校
で
は

ー

校
と
は

い
校

な
ど
がー

し
く

に
な

っ
た
記

が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
は
さ
て
お
き
、

ー

校
に

る
と
今
ま
で
と
は

い
「

期
テ
ス
ト
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

ー

校
で
の
テ
ス
ト
と
は

い
こ
の
「

期
テ
ス
ト
」
は

に
大ー

な
も
の
に
な

り
ま
す
。

ー

校
の
テ
ス
ト
は
あ
ま
り

ー

せ
ず
に

け
る
。
と
い
っ
た
こ
と
も
よ
く
あ

っ
た

か
と

い
ま
す
が
、
「

期
テ
ス
ト
」
で
は

ー

せ
ず
に

け
る
と
大ー

ー

な
結
果
に
な

っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

い

期
か

ら
し

っ
か
り
と

ー

す
る
こ
と
が

に
な

っ
て
く
る
と

い
ま
す
。 

ー

２
年

の
み
な
さ
ん
は
今
ま
で
の

年
間
で
「

期
テ
ス
ト
」
の
大ー

さ
、
そ
し
て

と
い
う
も
の
が

に
し
み
て

か

っ
て
い
る
と

い
ま
す
。
テ
ス
ト

に
あ
わ
て
て

ー

す
る
の
で
は
な
く
こ
の

期
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

ー

をー

け
ま
し
ょ
う
。 

ー

３
年

の
み
な
さ
ん
は
い
よ
い
よ

ー

の
年
で
す
。

ー

は
ま
だ

の
こ
と
だ
と

っ
て
い
る

は
多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
１
年
近
く

の
こ
と
だ
と
考
え
る
の

で
は
な
く
、
も
う
１
年
し
か
な
い
と
い
う

っ
た

に
考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
１
年

あ
る
と

っ
て
い
る

は

ー

が
近
づ
い
て
い
っ
て
も
、
ま
だ
大

と

ー

に

が

ら
な

い
可
能

が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら

ー

は
近
い
も
の
だ
と

い
、

動
し
て
お
け
ば
ま
だ

だ

と
考
え
て
い
る

よ
り
も

ー

に

に

む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ー

に
近
づ
く
に
つ

れ

の

も

ー

間
がー

え
て
い
き
ま
す
。
こ
う
な

っ
て
し
ま
う
と

が

ー

し
た
と
し

て
も

ー
に
な
か
な
か

が

び
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、

今
こ
の

期
が
チ

ャ
ン
ス
な
の
で
す
。今

ー

し
て

の

ー

し
て
い
な
い

よ
り
も

に

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
ま
ま

ー

期
ま
で

に

ちー

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

す
る
に

逃
げ

り
で
す
。
こ
の

逃
げ

り
で

年
度

ら
し
い
ス
ター

ト
ダ

ッ
シ

ュ
を
決
め
ま
し
ょ
う
！
！ 

 

で

か
ら
の
メ

ッ
セー
ジ
は

わ
り
ま
す
。

を

め

の
講

の

と

ー

に
こ
のー

工

幹
で

ー

に

っ
て

ー

し
て
み
よ
う
。
そ
う

っ
て
く
れ
た
ら

し

い
で
す
。 
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講師 澤田 涼子 

＜プロフィール＞ 

東野幌小→野幌中→札幌東高 

 北海道大学・薬学部→大学院・修士１年 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

級ー
ー

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

４

か
ら
の

し
い
ク
ラ
ス
がー

し
み
で
す
ね
。
「

達
と

ー

だ

っ

た
ら
い
い
な
ぁ
」
「○
○
く
ん(×

×

ち
ゃ
ん)

は
い
る
か
な
ぁ
…
」
と
期

待
と

が

わ
さ

っ
たー

で
し
ょ
う
。 

と
こ
ろ
で
、

す
る
の
は

間ー

係
だ
け
で
大

か
な
？ 

み
ん
な
の

で
あ
るーー

ー

と
はー

ん
で

き
る
と

き
ま
す
。
ハ

イ
、も
う

の

れ
は
わ
か
り
ま
す
ね
（

）。結

か
ら
い
う
と
「
み
ん

な
は

ー

が

な
ん
だ
よ!!

わ
か

っ
た
か!!

」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ん
で
ば

っ
か
り

を
し
な
い
大

は

ー

と
は

い
ま
せ

ん
よ
ね
、
ぶ

っ
ち
ゃ
け
ニー

ト
で
す
。 

み
ん
な
も

ん
で
ば

っ
か
り
で

ー

を
し
な
い
とー

で
は
な
て
、

「
ぶ

っ
ち
ゃ
け
ニー

ト
」
に
な
り
ま
す
よ!! 

か
と
い
っ
て
、ー

ー

し
て
ろ
！ー

だ
な
ん
て
そ
ん
な

な
こ
と

は
い
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
の

で
す
も
ん
、ー

だ

っ
て

び
た
い
じ
ゃ

な
い!!

ま
だ
、ー
だ
も
の!!ー 

さ
ぁ
、
大
き
な

が

て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
は

ー

し
な
き
ゃ

い
け
な
い
、
で
も

び
た
い
ざ
か
り
…ー

そ
つ
な
く
こ
な
す
に
は

か
い
い

は
な
い
か
な
？ 

と
こ
ろ
で
、

間
、

き
な
こ
と
は
な
ん
で
も

間
を

れ
て

ー

る
も
の
で
す
。
ス
ポー

ツ
な
り
ゲー

ム
な
り
お
し
ゃ
べ
り
な
り
…
。
で
も

な
ん
だ
か
、

ー

は

き
に
な
れ
な
い
、
こ
ま

っ
た
も
ん
だ
。 

そ
こ
で

、
い
つ
も
のー

し

い

達
と

ー

す
る
の
は
ど
う
か

な
？

達
と

ー

だ
か
ら

ぶ
の
がー

し
い
の
と
同
じ
よ
う
に

ー

も
き

っ
とー

し
く
な
る
は
ず
…
。 

ー

年
、

し
いー

校
、ー

ら
し
い
ス
ター

ト
を

れ
る
よ
う
に

間
と

ー

にー

工

ー

幹
で

ー

し
よ
う!! 

Wir warten auf dich!!! (

み
ん
な
がー

る
の
を
ま

っ
て
い
る
よ
！)

講師 四辻 慶佑 

＜プロフィール＞ 

東野幌小→野幌中→北海高 

 北海道大学・薬学部３年  

お
い
て
も

を

つ
こ
と
は
大

な
こ
と
だ
と

い
ま
す
。

を

っ

て
い
る

は
、
が
む
し

ゃ
ら
に

れ
ま

す
。
こ
れ
は

ー

に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。

は

に
よ

っ
て

い
ま
す
が
、

の

を

し
、

が

に

か

っ
て

す
る
の
を
サ
ポー

ト

す
る
こ
と
が

た
ち
講

の

だ
と

は

っ
て
い
ま
す
。

は
今
年
度
か
ら

ー

工

 

幹
で
講

を

め
た

で

す
が
、
皆ー

とー

わ

っ
て
い
く
な
か
で

ー

に

し
た
い
と

っ
て
い
ま
す
。

や

に

か

っ
て

ー

に

り
ま
し

ょ
う
。
ど
う
ぞ

し
く
お

い
し
ま
す
。 
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こ
ん
に
ち
は
！
！
講

ー

年

のー

橋
ま
ど
か
で

す
。
大ー

で
は
ス
ポー

ツー

をー

にー

ん
で
い
ま

す
。

か
ら
み
な
さ
ん
は
ま
た

し
い

が

ま

り
ま
す
ね
。

年
の

っ
て
こ
れ
か
ら1

年
間
ま
たー

し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
そ
う
なー

が
し
て
ウ
キ
ウ

キ
し
ま
せ
ん
か
？

はー

年
、

は
ど
ん
な

に
な
る

の
か
な
♪
と
い
つ
も
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
ま
す
。 

で
も
、ー

はー

し
む
こ
と
も
大

で
す
が
、

や

い

だ
け
で
は
な
く
、ー

ー
ー

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。ー

の

はー
ー

ー

で
す
。

は
高
校

の

ば

か
り
を
し
て
い
て

に
そ
う

わ
れ
て
い
た
記

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「

ー

に

り

め
な
い
」
「

や

の
や
り
た
い
こ
と
に

り

み
た

い
！
！
」
と
い
う

は
た
く
さ
ん
い
る
と

い
ま
す
。
そ

ん
な

にー

工

に
ぜ
ひー

て
ほ
し
い
で
す
。 

の
ペー

ス
で
で
き
て
、

に

し
て
く
れ
る
講

の

た
ち
が
い
る
、
と
て
も

ー
し
や
す

い

境
を

ー

工

幹
は
も

っ
て
い
ま
す
。

は
講

を

め
て

年

に
な
り
ま
す
が

導
技

は
ま
だ
ま
だ

で

す
が
、
み
な
さ
ん
の

に
な
れ
る
よ
う
に

も
み
な
さ

ん
と

ー

に
な

っ
て

ー
ー

し
、

り
ま
す
。
そ
し

て
、ー

し
や
す

い

境
づ
く
り
に
も
し

っ
か
り

り

み
ま
す
。 

ー

だ
け
で
な
く
、ー

校
の
こ
と

の
こ
とー

ー

に

し
て
く
だ
さ
い
♪

度

し
て
み
れ
ば
、
こ
の

は
フ
レ
ン
ド
リー

な
感
じ
で
い
い
ん
だ
と

う
は
ず

で
す
。

ー

系
講

と
し
てー

ー

い
っ
ぱ
い

で
み
な
さ
ん
を

え
ま
す
よ
☆

と

ー

に

ー

し

た

を

り
ま
し
ょ
う
！
！ 

講師 髙橋 まどか 

＜プロフィール＞ 

野幌小→野幌中→大麻高 

 北海道教育大学・岩見沢校 

 スポーツ教育課程３年  

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
、
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
をー

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、

な
か
ら
ずー

工

幹
に
つ
い
て

を

っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

ー

工

幹
と
い
う

を
、

達
か
らー

え
て
も
ら

っ
て

っ
た
、
あ
る
い
は
、

の

りー

みー

告
を
見

て

っ
た
、
な
ど
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

に
と

っ
て
い
た

だ
い
たー

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

い
ま
す
。 

で
は
、
皆
さ
ん
がー

工

幹
に

し
で
も

を

っ
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

達
がー

め
く
れ
た
か
ら
？
ほ
か
の

と
は

うー

工

幹
の

ー

シ
ス
テ
ム
が
良
さ
そ
う
だ
か
ら
？
そ

れ
と
も
蟀
臧
の
家
か
ら
近
か

っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

は
た
ま
た
、ー

校
の
茶
衃
が
谨
が

っ
て
し
ま

っ
て
謤
に

肚
翓
や
り
螤
菎
さ
せ
ら
れ
そ
う
に
な

っ
て
い
る
蝸
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

莼
し
も
諁
誏
は
膻
蒃
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
艙

い
ま
す
。

ー

裖
、
菎
と
い
う
だ
け
で
葌
構
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、ー

萀
工
脗
幹
で
は
、
螐
蝸

螐
蝸
の
ペー

ス
に

豗
わ
せ
て
聄ー

が
覿
め
ら
れ
る
の
で
、
途
襦
か
ら
わ
か

ら
な
く
な

っ
て
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
葖
脾
が
あ
り
ま

せ
ん
。
螤
菎
し
よ
う
か
胆

っ
て
い
る
脙
は
ぜ
ひ
鐎ー

莞

蔋
を
莑
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
鐎ー

莞
蔋
を
莑
け
て
み

て
、ー

裖
のー

萀
工
脗
幹
の
臹ー

ー

が
ど
ん
な
感
じ
な

の
か
覌

っ
て
ほ
し
い
と
艙
い
ま
す
。 

ま
ず
は
虅ー

を
覀

っ
て
裎

螐ー

を
踏
み
諨
し
て
み
る

こ
と
が
大
衸
で
す
。
講
艗

螐
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

螐ー

に
蘆
蟪
り
ま
し
ょ
う
。 

講師 新行内 裕道 

＜プロフィール＞ 

東野幌小→野幌中→札幌東高 

 小樽商科大学・商学部２年  
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こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
諥
か
らー

萀
工
脗
幹
で
講
艗
を
さ
せ
て
い
た
だ
くー

橋
賰
譭

で
す
。
艪
は
こ
の
菎
の
裎

螐
期
苇
で
、
菎
苇
の
萚
は
か
な
り
聄ー

の
聋
で
こ
の
菎
に

お
荃
贬
に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
萿
年
度
を
薛
え
た
わ
け
で
す
が
今
年
度
の
聺
谅
の
よ
う
な
も

の
は
翰
て
た
で
し
ょ
う
か
？ー

は
聺
谅
を
翰
て
る
こ
と
は
聄ー

に
と

っ
て
も
す
ご

く
大
艃
な
こ
と
な
の
で
す
。萿
年
度
の
こ
の
萚
期
に
み
な
さ
ん
蟀
臧
な
り
の
聺
谅
を

翰
て
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
聺
谅
の
翰
て
脙
の
コ
ツ
をー

え
ま
す
。
ま
ず
聺
谅
は
な
る

べ
く
具
鐎
蠿
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
『触
の
テ
ス
ト
で
衔
よ
り
も
１
０
袄
ア

ッ
プ

さ
せ
る
！
』
と
か
、
『道
コ
ン
で
翓
科
を
５
０
袄
蝋
芟
と
れ
る
よ
う
に
す
る
。
』
と
い
っ

た
聺
谅
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
聺
谅
は

螐
苇
貣
聑
が
ん
ば

っ
た
らー

く
だ
ろ
う
と
い

う
聺
谅
に
茡
袓
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。
も
し
、
茡
袓
し
た
聺
谅
が
簡ー

す
ぎ
た
ら
す

ぐ
に
達
茶
し
て
し
ま
い
つ
ま
ら
な
い
で
す
。
ま
た
、難
し
す
ぎ
た
ら
モ
チ
ベー

シ
ョ
ン

を
蛴
覀
す
る
の
が
大ー

で
す
。
だ
か
ら
、
聺
谅
は
具
鐎
蠿
に
、ー

く
か
ど
う
か
の
ラ
イ

ン
で
茡
袓
す
る
の
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
そ
し
て
、達
茶
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
さ

ら
に
芟
の
聺
谅
を
翰
て
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
裺
り
脂
し
がー

缩
貉
芟
に
つ
な
が
り
ま

す
。 

 

な
に
も
し
な
い
で
ま
わ
り
と
觥
を
つ
け
る
の
は
膻
可
能
で
す
。
な
に
か
で
謵
の
蝸

た
ち
よ
り
も
が
ん
ば
ら
な
い
と
萆
て
ま
せ
ん
。今
同
じ
ぐ
ら
い
のー

缩
の
號
達
に
萆

つ
の
に
同
じ
く
ら
い
の
聄ー

编
じ
ゃ
か
て
ま
せ
ん
よ
ね
。
ど
こ
か
で
が
ん
ば
ら
な
き

ぃ
け
な
い
。
貄

い
に
も
み
な
さ
ん
はー

萀
工
脗
に
讈

っ
て
い
ま
す
。ー

萀
工
脗
の
い

い
と
こ
ろ
は
蟀
臧
の
が
ん
ば
り
に
よ

っ
て
ど
ん
ど
ん
苺
に
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。ー
萀
工
脗
にー

て
２
萚
間
觛
襦
し
て
聄ー

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
２
萚
間
の
聄ー

は
贳ー
に
谩
も
し
て
な
い
蝸
と
の
觥
を
苇
み
だ
す
は
ず
で
す
。１
コ
マ
１
コ
マ
を
大

艃
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
衔
よ
り
も
高

い
荓
に
い
る
蟀
臧

に
諨ー

え
る
は
ず
で
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
萿
胂
の
講
艗
で
す
が
み
な
さ
ん
と

螐ー

に
こ
のー

萀
工
脗
で
茶
蠃
し

て
い
き
た
い
と
艙
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

螐ー

に
蘆
蟪

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
！ 

講師 髙橋 浩太 
第１期・卒塾生！ 
＜プロフィール＞ 

野幌小→野幌中→大麻高 

 小樽商科大学・商学部１年 
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講師 下江 知弘 

＜プロフィール＞ 山口県出身 

周陽小→周陽中→徳山高（理数科）

 北海道大学・工学部３年 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。萿
年
度
に
な

っ
て
螤ー

ー

覿
級ー

ク
ラ
ス
誇
え
な
ど
耞
し
い
螔ー

を
莇

っ
て
い

る
と
艙
い
ま
す
。
さ
ら
に
、諥
に
な

っ
て
暖
か
く
な

っ
て
き
た
の
で
、ー

臧
も
詾
れ
て
ど
こ
か
に
蛽
び
に

貇
き
た
い
と
艙

っ
て
い
る
脙
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
舍
し
い
か
な
、
襦ー

苇
と
も
な
る
と
蛽
ん
で

ば
か
り
は
い
き
ま
せ
ん
。蟀
臧
がー

苇
と
い
う
聄ー

襦
の
葌
臧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
耝
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

し
か
し
、萿
１
年
苇
の
蝸
は
襦ー

苇
で
あ
る
と
い
う
蟀ー

が
ま
だ
良
く
臧
か
ら
な
い
と
艙
い
ま
す
の

で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
い
と
艙
い
ま
す
。
襦ー

校
で
は
荐ー

校
の
萚
の
テ
ス
ト
の
よ
う
に
そ
ん
な
に
聄

ー

し
な
く
て
も
袄ー

が
と
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
襦ー

校
でー

わ
る
こ
と
は
荐ー

校
よ
り
も
か
な

り
膣ー

なー

虈
で
、
テ
ス
ト
も
ず

っ
と
難
し
い
も
の
で
す
。
荐ー

校
の
萚
と
同
じ
感ー

で
過
ご
し
て
い

た
ら
間
蛉
い
な
く
テ
ス
ト
で
葐
讷
し
ま
す
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
い
ま
す
と
、聄ー

を
す

る
萀
慣
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
螔ー

の
莞
蔋
の
膝
萀
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、膌
段
か
ら
荑
し
ず
つ
テ
ス

トー

訷
を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。ー

た
り
衔
の
よ
う
な
こ
と
に
肯
こ
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、ー

貇
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、ー

ば
ぬ
苺
の
蟭
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が

蔀

っ
て
い
る
讈
り
、
な
ん
で
も
葐
讷
し
て
し
ま
わ
な
いー

にー

訷
を
た
て
て
お
く
の
が

螐
腌
な
の
で

す
。
襦ー

苇
赇
の
デ
ビ
ューー

の
襦
間
テ
ス
ト
で
は
、
せ

っ
か
く
で
す
か
ら
努
缩
し
て
良
い
茶
衃
を
と

っ

て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。 

 

触
に
萿
２
年
苇
、
３
年
苇
の
蝸
た
ち
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
い
と
艙
い
ま
す
。
聄ー

を
す
る
萀
慣

は
葌
に
膼
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
葌
に
膼
い
て
い
る
脙
は
肪
裘
あ
り
ま
せ
ん
。
肪
裘
は
そ
ん
な
萀
慣

が
な
く
て
、
テ
ス
ト
の
た
び
に

螐
蒽
見
け
を
し
て
い
る
よ
う
な
蝸
で
す
。
今
ま
で
テ
ス
ト
で
あ
ま
り
よ

い
袄ー
が
諵
れ
て
い
な
か

っ
た
萿
２
年
苇
、３
年
苇
の
蝸
た
ち
も
、今
か
ら
で
も
よ
い
の
で
膌
段
か
ら

聄ー

す
る
萀
慣
を
つ
く

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
４
蚰
で
す
。
今
ま
で
テ
ス
ト
で
袄ー

が
諵
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
譔
く
よ
り
も
、今
か
ら
萀
慣
蠿
に
聄ー

し
て
い
け
ば
１
年
趒
に
は
見
蛉
え
る
ほ
どー

缩
は

萸
び
ま
す
。
あ
き
ら
め
る
に
は
裣
す
ぎ
ま
す
の
で
、
だ
ま
さ
れ
た
と
艙

っ
て
努
缩
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

ー

螔
の
聄ー

で
臧
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
諨
て
き
た
らー

ー

に
膙
た
ち
講
艗
に
觐
肪
し
て
く
だ
さ
い
。

謎
ず
か
し
が

っ
て
な
か
な
か
觐
肪
し
て
こ
な
い
蝸
も
い
ま
す
が
、
螐
蝸
で
考
え
る
よ
り
も
ず

っ
とー

莀

蠿
に
聄ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
、皆
さ
ん
の
年ー

で
で
き
な
い
こ
と
は
衒
く
謎
ず
か
し
い

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
衒
缩
で
サ
ポー
ト
し
ま
す
の
で
、
螐ー

に
蘆
蟪

っ
て
襦ー

苇
ラ
イ
フ
をー

り
衸

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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市
場
義
朗
を
推
薦
し
ま
す 

  

彼
は
、
文
教
地
区
山
鼻
、
伏
見
に
て

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
っ
て
多
く

の
子
供
達
に
「志
望
校
合
格
」
と
い
う

実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
有
名
校
に

進
学
さ
せ
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
文
教
地

区
に
転
居
を
し
た
り
…
そ
ん
な
現
実
を

目
に
し
て
彼
は
地
元
に
居
な
が
ら
「有

名
校
合
格
」
を
目
指
す
た
め
に
野
幌
に

て
教
室
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
は
彼
に
自
信
と
実
績
が
あ
る
か
ら
出

来
る
こ
と
な
の
で
す
。
彼
の
パ
ワ
ー
を

与
え
ら
れ
た
子
供
達
は
何
故
「
明
る
く
」

「
元
気
に
」
「や
る
気
を
持
って
」受
験
を
乗

り
切
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

私
は
多
く
の
市
場
チ
ル
ド
レ
ン
が
す

で
に
医
歯
薬
系
の
道
を
歩
ん
で
い
る
の

を
知
っ
て
い
ま
す
。 

 

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
か
ら
コ
ー
チ
ン
グ
へ

…
…
こ
れ
が
彼
の
情
熱
で
す
。 

 

医
療
法
人
審
美
会 

札
幌
ラ
イ
オ
ン
ズ
歯
科

・
矯
正
歯
科 

 
 
 
 

院
長 

 

坂
本 

洋
介 


